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集演講學科縣欝

もあ化文りも上第は思
炭り學化軍宜げに興総ふ今
素まをがにいる進つ論の日
のす塔遜化位絹歩たのでお
砦』甦富讐£莞震森馨曽蕾　第
物こnd從云り墨しへ最ま上　第　pm
でで般ひふまのてら初すげ　mu
奮’砦鴇鷺兎智楚墾縮孟季章編
穿霧を幕監輩潔含磐毒tt螺絹総
がの居機ては全のま海づ化　練

のちたしイヒV・しi來の絹ら骨豊　概
簑暴輩享募嬰il］芒額稚里農説

ををのる方第のたは學げに
別換申所面にでの斯のま掲
rcへvaのが進あでの概亥げ
いれ包化包ん砂あ如要　 て

たば含學括でまりくで　 あ

し炭すのさ参しま非あ　
り

ま素る研れつてす常り　 ま

しのの究てた膏庇にます
て化はが居のは歴古す　る
老學非非つでs“史Vb今　順
し殆常常たあ此にのを序
てんににのり数較で去　に
之ど不起でま年べある依
を総便りあす聞まりこ　つ
有てにまリカミにすまと　て
機のなしま昔生るし約　お化有つてすはれと壌四　話
學機て此る御た今そ千　 い

と物來有が承と日れ年　だ
名はた機坂知申おか前　 さ

付何の物第のし話ら養，う
けれでのに通て申次鷲　

と

　　　　　　＿338一



學　イヒ　懸　絹

し　於にのる來面に電化來の色たk
い從て於でかたに關氣學てで々のの
進來はいあどと慮すにを滲あのでで
路此蕪てりう申用る關生りり方ああ
を四綜はまかしい化す物まま面りり
求千業碕究とてた學る化し亥にまま
め年に叉併云もし帥の學左夫亘すす
さの關農なふごまちを化例れつ所之
革壁玄誉奮窪叢｛篇蟹募⊇碁尾輩翁
うを化方我は近養化化原申離學九し
と辿嬰面が疑の獄墨學理すし的世て
思つはに國問こ製はさvaとて研紀一
ぴて是於のでと綜殊う亘藥諭究以方
ま進非て如あでにに云つのすが後の
すん起もく．りあ騨最ふて方る起に無
れでら養獄まりす近風論に方つな機
ば参な叢綜すまる非にす關がたり物
どりけと業實し所常非るす便のまに
うまれ云が際歪のな常化る利でし關
ししばふ國1歌ま化進に學化だあ一i，す
でたなも家羅だ學歩澤を學とり此る
髭蒸亀窪羅隠く変蓬劣鴛轟葦手護鐘
新業と璽濟於鎧第げ種化物こそ化を
ら及思要のき綜にた類學化とれ學無
しびふな大ま化進のが化學ににの機
い製のる部し墨んで出學樹な依方化
mg綜で位分てとであ來工又りつ面墨
理業あ置をは去参りて業動まてにと・
のをりを支斯ふつま來に植し色非申
研他ま占持のやたすだ關物竃k常し
究のすめし如うの此のすの維ににて
を方゜ててきにで摺でる生に化研二
之面　 居居名名あ識あも活色藁究っ
にに　りる前前りをりの作々ががの
慮向　まやはをま鱗まは用な分進分
用つ　すうま付丈縣す慮に名れみ類
して　國なだけ1進業此用閾前てまが
ま新　柄國ならんの生化すが卒し出しら　 に柄いれで方物學る出たてi來
　　　　　　＿339一



集1演講’學科1綜餓

稚共を　　”とをりIHげでにはて冗
で考歴訳　　　・云十ま來るあ於つ磯そ
あへ史き『　　ふ分しるやりてて達し
るる的に　　ごにてやうま完居すて
かのに先　　 と念鷲否にす成りべ逸
とで申づ　　を頭縣や未併しまきま
云あ上今第 豫に化はだなたす湿ざ
ふりげま　一wwl　めお學発幼が．V・者命れ
こまや．で　鰯　御置のく稚らとはをば
とすうど章’承き中疑な現去ど持難
もがとう　　知下に間物今ふうつか
御亮思云絹　願さてででに氣かてし
承程ひふ練　ひいもああ於持し居い

ふた是経學　の「狭すししる獄考う
こ如は歴浴　で今い殊霊ての綜へと

必懸的つ　　ま上で日以研ざとでま
要化のて　　亥げあおて究い云あ亥
か學方絹　　是る少話獄はまふり鼓
とは面縣　　かこま申縣極」’：やまに
思罪か化　　らと亥上化i新叉う亥於
ひ常ら學　　 絹はどげ學らそな樹て
まに申が　　 孫十Lうるとしれ方叉此
し幼し次　　化分そこ云いを面私欝
て稚て第　　學でそとふもすの蓬綜
天な・斯に　　のなんは銘のる研獄化
盟もう焚　　お琉な絹をでの究縣墨
おの云逮　　話不歌縣附あがをのの
話でふし　　に完態にしり當外化如
申あ歴て　　入全で關てま然國畢き
上り史來　　 らのあす世しだに的も
げまなた　　　う鮎りる界てら先方の
ましどか　　とがまこに今うん面嘆
すてはと　　患非すと臨日とじの我
゜ES詰云　　ひ常かのむ語考て研が
　のらふ　　 まにらみと話へ我究國
　位ぬこ　　すあ其でと申るがにに　幼かと　　 ゜る事あが上の國携於

一340一



學　化・棘　絹　　　　　　　　　　

て次らル研年は豊し三δ2P＄ふ婁一＝
募蛎妻讐震至窟棄昏重麗窒巽
ム千シ　窪　たル　り　こ　り　1ε人　こに密に

鉛運、塾建薯縫で繍罐離

島六化此次云學して毒絹色参て邑綜
色年合時はふ者て一色にに考耕との
のre物代一入であ千と封關に究申化
やゲをに千があり八云すしないす墨
リル分な八絹りま百ふるまらた人に
まハ離つ百にます一人作すぬし璽關
しルして五i尉す之年が用るのt初し
たトた研十しがにロ矢に研で登めて
結往の究三て夷績1張付究あ衷て最
果豊でが年酸張いFりきをりし種も1
潅豊脅馨管嘉鳥三蜜／7芒嚢＄薦叢喜
かとままンアの千e謝てい之りる記，
め云すしテル定八とし研だにま試載
たふでてルカ量百云ま究し綾す藥は
と人絹初ベリ分三ふしいてき亮が二
云がのめルが析十人てた居まは絹千
ふ矢域てゲ如を六が色しりし可に七
こ張分鷺ル何や年初々ままて成勤育
宗晶雰磐律／i皐魔孚董髪羨享£一毛李

記縣し絹患用しダ絹的老に七い如二
載の判に1す端λののれ一百時何年
し分つ働碧る　寓化とか千六代なり
て析てかCか次＆學とら七十でるゴ
あを來せにとに豊分を次百四あ作1
り致たまワ云一一と析調が八年1）用デ
まLのしルふ午云をぺPt十マまをサ
すまでてテこ八ふやて千五ルしすン

　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　ny一そま中ル付十此しV・九ロ曉諭とタ
千しすかゲて二人たた十ン旦此云ン

一　3〈L1一



　　　　　　　　　　隠集演講學科…孫慧

酸しす年代修ま六ツ絹見グff2酸い八
及衆次フに酸し年ツにしリ鴛及て百
奪黍窪3篤蓋き至f！竃劣：量望饗準
ルー＿セ來色う八べてで1及ルい七
す天叉ζ家6重箆多7。illよ亨雪を箕
霜夏只曾婁ζ讐砦毒？J手得？霜芒ζ
縣＋＋審のノ分ま9及一一“けメに旗ウ
に一八豊で酸解し冨酸千ま衣樹次ヰ
謝年年）あの物「lk・1八す蜜すが酉
すヴワとり混を水薩云百所gる噌窃る轟イ云ま合生酸2，ふ七の3働丁弩
働オルふ実物す化生や＋化盗き八婁

い§邑類酸し云盲がをラ取力！研年云
濤蓼羅霜管塁奮差享禦｝肇毫客髪実
甕スをに得かとガ八せルまなたりも
いレ分劃たらを墜百ま律し化しま矢
た1析すの各研の七し誤て學まし張
しSいるでア究許』卜π旦是Xし竃り
ま芭た作あミしに五色とれで㌃と酸
し　邑　　し　用　　リ　ノ　た　絹　年．　々　デ　が　あ　　　　フ　及

たとまをま酸のに七のウ絹b一レア
ニ云し研すをで働十研ルのま千ロル
千ふて究ギ分あか七究ウ成す八よ力
八ニゲいれ離りせ年を，エ分環百9）リ
百人ラたかすまま七しルの絹六葺が九の一しらるすし＋てe一を＋豊絹
十佛ンて次と然て八居臼つ分五とic一蘭を磯が云し絹ff：り器で析年云謝
年西分表一ふてを八まεあいスふす
本人離し千こア分十究とるたテNる
多がいて八とン解五次云としツカ1働
岩t’iた居百はモV・年がふとまト矢き
次張しり八此＝た八シ人をしラ張に
郎りまま＋時ヤし＋ユが嚢質1り付
　　　　　　一＿3｛L2一



學　化　綜　絹

或雑務讐宅些腫多一隷黍

と訴すたれあはのヤのしと一こそ買

中ま六用に郎ま所たら研にま発解九

離ア1で研張綾なス就し研名　k九

ま酸イまなWt一ノ法蛋るま化　麺年

千結1にの付四り方組をイミ　のま

　　　　　　　＿343　一・一



集演講學科1孫餓

出と艶焚ヂ翻村の原てドンデ域著士
て云を表ンの敏關東一曾グンvaで汲
居ふ願ぜと繭授係京千評トの付あび
り人ひら私ととに高九践ン研きり現
まがまれの共土付等百e後究まま今
す絹すて名化御き鷲十及曇室しす鹿
゜XX°居lt・“墨門ま綜年私旦にてる児
長のそりで的敷し墨に等ス於研が島
野無れまア組ffて校私がパき究前高
岐機かrl；イ域と報にがtsツまいの等
塁成ら　 ラをの・告居テ々。クした工農
輻分其是ン調共さらグな窃てしミ林島にのれタペ著れれスる宣ブま1學
の付次がスてでてまの絹尊ロしル校
諸きに其岱報あ居す組綜諏1たフ長
縣ま一のぎ告りりti－meにSii　l11°イな
でし千時鋳さまま室を就’ウ津・一ツる
得て九分亀れす実戸研きエ霧干シ吉
ら研百離及てがそ敷劣まルミ九ヤ村
れ究＋ぜテ居夏れ奨ししデブ百1博
誓翠齢鑑掻皇蕪暑茎繧吉
たたt・，まンすのき御表組琶Ei）かをれ
生し横しグそ繭一門い成’呂ら以と
XXま濱左絹れ質千とたをウ具一て當
をしのア角かと九i墜し調オペ千野時
焼7e生ミ鉱ら化百らまベル1九獄’大　o　　　　　　　lt－“

葺是蓼垂亀享藩霊嚢髪き毫y草欝饒
灰は査のの九究年しOで鶏ドニににを同所標化百とかた一あ眞R年天届
　　　　　　　　w　　　　　　　　　

ぐロ

取槍の本離十云らが千リルξに獄り
つ査北で的二ふ一絹九ま1窪か柞ま　　　　　　　　　　　　ぬて所尾あ組年題千の百すゼYけ獄し
無の技り成にで九種＋　°萄リて等た
　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　

’

機研師まにア色百類二之8リァの私
成究とす付プ々十と年に魯mプアと
分報吉゜蚕デな五アに績シ豪デミ三
を告田後まルる年ミ今きユ臣ルノ人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ研書常にしハ夏故ノ西まミqハ酸の
究に太御てル秋中酸ケしツシル組i共

一一一　344一



學　化　縣　鯛

　る居邊にも薯本色レのが塚獄ミ叉し
　歌り技付ので校がで關あ陣のノ昔た　態ま師きであで譲瞼係り士無酸種の
　のすのまあり私厚出にまの機組ので　も　゜研し、りま共va　1す、付需生成威絹あ
　と一究てますの拠尉き　綜分ととり　に千．が行すがや　り．IE）1，！ま　一の　に　の籔ま
　上九ごひ゜此り験雷・し千形付關灘す
　X百ざま9C研まNiは1て九成い係の゜
　せ十・Vbしに究tししI　L“1報百EP「てに｛多次
t島拳享奮享蓬霧？i講婁実叢霧讐難阜
　％私゜究九々究k’V）iら年艦究ての九

　　　　　纂墾墾摩奮講享叢：ll茎窩s，享髪3舞

　駕藝鑑y，嚢隻段笛髪窪葦≒巽sc馨峯
　にや懸らにな松clせ一一校固らの付に
　解り法一於る林の1う1千の磯一次き亘
　evまの千き濫竹研期九中の千にてつ
　にし化九ま度肥究鹿P，百根絹九〇t研て
　影た學百しに虎鯛ち十勲縣百千究私1
　饗研的＋て於岸あ1ア七授に＋九い削
　す究研八二け釜り：ム・年が愛六百た岩
　るが究年化る吉まをに蜜る年十し岡
　かあと咋性溶準す；［卒獄かに五ま末
　とりX目ee解澤゜ヤ隊のと中年し彦
　云まふ講の度勝一瓦博絹云野に『慰
　ふす名演繭にの千斯士のふの土絹と
　こ　゜前せ暦付諸九中の生票翻御の共
．　と是でらのき君百val簿1産に業門晶に
　に　れ　報　れ　化　て　と　十　入　繭11と　付　試　敏　種　本

　付は告ま墨行私七剥を1アて駿授と校
　き漁さし的ひと年る1如ミの揚の＃。で
　て潤れた組たのにど何ノ研の天の錦　研なて渡成る共は黄に幟究・F柞アm
　　　　　　　＿345一



『集演講學「科縣’銀

にはら郎研は二がのkす九十何智究・嗣ト君究今＋柞色ア゜es一な訂し
ブかりがを尚一一慧素ミ是二年る旦だ
デらブ柞報ほ年のにノれ十に物及の
ル判ト獄告綾に繭付酸は年ながびで
ハっフにさけ及のいで岩にり出ビあ
ルてア關れてび中てあ岡於ま來1ゆ
デ居ンすてやまの研り末きしるタま
蓑碁薯藩唇2≒畿塞享甕書蓄奮塁％
びで9究ま居私成さ゜準ての云｝．そ
シす冨をすり共分れ…欠澤は渡ふダれ
ユが亀稜゜まのズでic勝Z・1、蓬事シに
ワ秀と表そす實付報一L爾共披にヤ次
ツ離云され゜験て告千鴛の師付ヴい
ブしふれか一窒研せ九と實のてイで
㊧たアてら千で究ら百私験煮研スー
9人ミ居一九やされ二の室繭究キ千
毒がノリ干百りれて十共に湯し1九
Stな酸ま九二まま居年著竃及た奮百
のかのす百十ししりにに柞ぴの琶十
二つ一゜二年たてま山て獄繰でc。九
人た種一十に裏報す本嚢の孫あ』年
がのを千年渡孫告゜頼表化湯り誓及
絹で分九か淺用さそ三さ墨にま冨び
皐曹馨至皇饗蒼塁墾嚢摯羅撃％量￥

水まら十十君就居ら小居成るそ氏九
的しれ四二がきり一湊りの化れ瑛百
組たま年年繰てま千潔ま比學か絹二
成゜し挙に孫のす九＃す較的らを十
即術た塚大湯研゜百が゜に研一乾四
ちほ゜ g蓮及究b・A二大此付究千溜年
アー此吉のびが千十連標てが九しに
ン千ア需研煮あ九年の本のあ百まジ
ハ九ミが究繭り百に研が研り二しヨ　．
イ百ノ絹所湯ま＋山究其究ま＋たン
ドニ酸縣でにす九本所時がす年揚ソ
ラ＋のの加關゜年頼で得あ゜及合ン
雫翠窪崇竺玄篶奮碁慧隆呈享至振ep

　　　　　　－346＿



學・・化圃縣　鮒

あ中　　　　　　足べ史　がり合ス
るを次　　　　 らるを以ごま物≧
か更に　　　　　ぬと経上ざすをフ
とに本　．　　　　の非まのいカi作ク
云細論　　　　　だ常し他ま本つチ
含雰霧　第讐急藩羨砦％搭愚LY

£薮祭轟箪　壁糞音茎窩竃ζ
り及こ類　　　 所もてす　暦てノ
まぴとに　　　　で遅來カミ　及報酸

　がおる　　　 すああ膿　のてノ
　絹話性　　　　゜りり申　セ居酸
　懸Vb質　　　 まま上　りりと
　にた　　　　　　すすげ　 シまの
　勤し　　　　　　゜°ま　ン究間
　した　　　　　　是他す　に　に
　てい　　　　　 れのと　付そ水
　如と　　　　　　は化斯　 きれが
　何思　　　　　　我墨う　まか取
　なひ　　　　　　々的云　しられ
　る・ま　　　　　　の研ふ　 て今て
　働す　　　　　　努究風　の年環
　きo　　　　　　力にな　．研で献
　が其　　　　　　　　の較歴　　究あ化

　　　　　　一噛347一



　　　　　　　　　　　　集演講學科蘇璽

　セ聞へ　れ癒もと持爲る酸　度で
　ン絹て次て類申綺つにのゴ次位は熱
　トに見にあがし二て絹でンにか懲に
　か働ま濃りあま十居綜あ＝酸らし付
　らかす厚まるす五りのリンにしまき
　五せれな需のるパま光ま酸付てしま
　十ま嘆る　で毬1し澤す等き次てし
　パし濃酸　　あftaセてを鰭はま第もて
　1て≡厚は　 り又ン絹増酸特しにドさは
　セ直など　ま染1・綜すと殊て分う絹
　ンにるう　 し色位にのかのは解麺綜
　ト之硫で　竃を吸謝に酒分色し化は
・　位を酸あ　其致牧し使石解kてを抵
　ま除濃る　種しさて用酸作研参受抗
　でき厚か　類まれ非さと用究りけ性
　にまなと　にすま常れ云はさまなが
　絹する申　依揚すにまふなれすい籐
　縣る鷺し　り合其籐すやいて古のb
　はζ酸ま　ま等爲計そうの居七で高
　縮絹はす　 しにににれなでり十あく
　む綜直る　てタ此吸か物あま度りな
　のはちと1　もンタ牧らはりすにまい
　でそに濃　少：ンさタ吸まるなすの
　あれ絹厚　 しン＝れン牧すがり古で
　りがをな　宛酸ンま二さが勅ま谷あ
　ま爲溶る　吸が酸すンれ傍めす敏b
　’i：にか酸　牧使は暖酸てなにる授ま
　之非しは　の用絹めは絹が灘とのす
　を常丁全　度さのて以綜らい全お俳
　慮に仕く　がれ目タ上は絹有く話し
　用牧舞働　 逮ま方ンの光縣機分にな
　い縮ぴき　ふすを二酸澤の酸解あが
　7Zをまが　 とタ増ンとを爲例いりら
　し致lll逮　云ンし酸は増にへたまee
　まし　つ　ふ＝まを，多力fl非ぱしし民
　しま併て　こンす働少い常薄またの
　頂亥な居　と酸揚か遽たにいす檬颪
　絹三がり　がに食せふし吸酷゜・に十
　の　十　ら　ま　　　調　は　加　ま　働　ま　牧　’酸　　　　百　度

　織パ少す　べ色重すきすさ酒　三位
　物峯時例　ら々とるを其れ石　十ま

一3羨8一



學　化　隷　絹「

・　をの後にりち染れにら蛋持し縮准
次亦溶にアま純ま分な同白ちてさ縮
に引液おルす粋る解り様質ま臨せま
ア仲に圏力かなのさまなにし酸るせ
ルば於にりらるでれする蜀たののま　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　t
カして掛を之硝あてそ作し織中にし
りまtj，け過を酸り参し用ま物に些’z．
がす絹ま剰含はまるてをしが浸織特
絹るはすにん其9－1の此受て得し物殊
にと非次加で作昔で色けはらまにの
封又常がへ居用此あはる特れし豫風
す固に蛾iまりが方りなの殊るエめ味
る・ま膨酸す・ま殆法まかでなの牧蝋を
簿2磐霧塗畜窒蚤凄くP，讐£轡垂務
　　　　　を綜たり燈となつ時取まをりせりに：
巾にしま黄斯V・て聞れす持ままま奥
上なます色のの絹硝な即つすすしへ
げるし蟻に如でを酸いちて゜るてる
まのて酸なきあ黄のの濃居濃と臨と　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

すで絡のり反り色申で厚り厚蝋酸云
弱あに濃ま慮まににあなまなのをふ
いり膠厚究をす染入bるするな働方
アまのな帥呈通めれま硲絹硝いか法
ルすやるちす常允ます酸縣酸所せもカ゜ ､場赤る重とし泉のもはだるあ
り　な合昧の硝云てく申矢　 け部り
は　歌にがで酸ふ直置に張働牧分ま
御　 態於かあはこにき入りき縮浸す
承　 にてsり普と酸まれi蛋がいけそ
知　攣はっま通がをすま白違たをし
の　 り2jた究の書取≒す貿ふし蝋℃
通　まち黄黄硝いり絡とののまを特
り　す九色色酸てまに絹一でし取別
絹　さ十にににあすは綜種あてつな
綜　 うパななはりと絹はでり特て部
に　 し1りり含ま絹懸直あま別置分
封　　まセままま究ははちりすのきだ
し　しンすしれ併黄溶にま硝外まけ　　　　のて　てト是たてな色解黄す酸親すを
は　之位は物居がにさ魚かはをそ牧

㌔＿349－一一



集演講學科1孫鐡

類　 う合はり萄曹なり塵とりまは懸徐
と次とがなま糖達かま絹ませ前のり

うがのし溶厚リ庭くは貧か働のンな
な絹でたけなセ理抵酸がらか時をい
物にあななるりい抗に非石せに溶の
は謝りらいアンたいi封常次ま誇かで
絹すまぱのルのしたすに水す話すあ
懸るす或でカやましる脆のるしのりに作゜はありうすまよくやとのみま　・
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　，　　　　　ロ容用　さりのkれすりなう矢あです
易で　 うま場物ばるもりな張つあ例
にあ　云す合を絹がアま物りたリへ
吸り　ふ若で力1緑アルすでフ通まば
　　　　　　　　　　り着ま　方しもへはルカ濃すヰリしア
さす　法己葡ま容カリ厚とブでてン
れ普　 をむ萄す易りにな絹ロあフモ
る通　 i｝栄を糖るにに醐る縣イリヰm
のの　 り得或と溶i樹しアがンまブヤ
　　　　　　しで金　ますは非けしてル膨がすロの　　　　　　　　　　　　　■あ屡　 しアグ常てては力脹少そイや
り鷺　 てルリにし容抵りいしれンう
ま類　其ヵセ綾ま易抗にた侵かにな
す例　 作リリ和ぴに姓なしさらは物コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

そへ　用をンさま溶がるまれ棚激そ
れば　 を絹をれす解割としま砂しれ
が鐵　緩綜其ま併い合其てすのV・か
爲の　和に中すなたに作永がや働ら
に盤　 し使に是がす弱川く大うきlii
絹類　ま用入はらのいは之しなは鹸
綜と　ししれ大アでの非にた物なの
をか　 たなて憂ルあで常漬こもいや
増鉛　 なけ置面力りあにけとさのう
量の　 られき白りまり激てはうでな
す盤　ばばまいのすまし遣な働あ物
る類　有なすご働温すいきいきりは　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ

の銅　 利らるとき．い酸のまのがま躍
にの　 だぬとでは苛にですであすに
是黎　 ら揚絹あ葡性はあるあり是絹

一350廟一醐



學　化　綜　絹　　　　　　　　　　　　　　、

いル出絹匠ア　てに分りいる、きす等
色力來よ別性そ居し解ま食のはるの
のりまりす酸れりてし亥遜でなζ盤
液をすもる化かま絹て若のあい絹類
が段尚溶の銅らすは仕し溶りのはの
得々又解に及酸此非舞濃液まで次特
ら加硫し用び化液常ふさにすあ第種
れへ酸難ゐ昌昌でにとが絹是り々の
まて銅くらツツ絹悪云一をにまkも
す参のあれヶヶを化ふパ漬付すにの
丁り溶りまルル腱しこ1けてカi強が
、度ま液ますはと理てとセては永力用
其すにすEP絹かい仕でン麗シいがひ
度る苛かちを酸た舞あトきス聞減ら
まと性ら木非化しふり位まレ食つれ
で沈曹絹綿常銅まのまにす1塵てま
ア澱達とはに薪すですなと氏に弱す
ルがを木是ようるあ楚リニ盆絹く併
ヵ溶加綿等く云’ﾆりよま年落をなな
りけへとの溶ふ絹まりす位巳浸るが
をてるの試し物は一す以る維のしのら
加仕と交藥まを」ctl上ζち研てで後
へ舞最織のすア第に五其ま究置あva
まふ初よ作琵ムに盤パ作すがきり申
しのにり用のモ溶化1用とあまま上
てで水絹に性・け亜セは絹りす亥げ
そあ酸丈甥質ヤて鉛ン激はまる次ま
れり化をしをにi参はFし分すとにず
にま銅溶て態溶り絹位く解例矢食通
グすのか’比用しまをになしへ張盤り．
りと1挽し較います溶なbてばりの盤
セけ澱て的たし゜解りま仕Qそや類
りまが木安した　すまし舞五れうが
ンす出綿全ま溶　るすてふパがな絹
をと來のでし液　所とごと1爲物綜
少非まreあて郎　の最箇Xセにはに
量常すをりオiち　性早月ふン絹急吸
加にそ測ま綿ア　質一位こFはに着
へ濃しるすとン　を週でと位賢はさ
ていて事EP絹モ　持聞anでのさ其れ
蟷青アがちを昌　o・位にあ弱れ働ま
　　　　　　一351－一



　　　　　　　　　　集演講學科綜鍛
　　、串ヤ随望露典望陛唱蘭嚇》w惣齢欝刈醗醸〉卜球・簸繭1詞1レ

　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　【　，　　　　　　　　　　暑螺　×

割認勲罫講・醸温瞬翻無離演
簿購贈霧暴塞ma嘩藝羅羅羅　嚇

　　　　　　警｛｛｛｛｛｛轟r｛一一一笥誉構讐e旨留讐ミ3tr超：㌶篭：e昌魏遭旨己含3遷篭u転一

　　　　　　　　　　　訣獣
　　　　　　　　　　　　　H聾罷麗総奮舗罷盤麗舗落漂灘轄灘

羅罷瀦竈鰭誉誉書雛遇罷鑓書毬罷韓蟹

寵雛難蟹雛羅総器器裟柱翻琶雛

曝羅壽濁灘罷罷罷難駕雛書器蝿羅

轟認轟灘罷翼裟羅替羅襲難毒鰭塁

壽譲壽誤霧翼蟹羅輩雛罷穫醤導
　　　　　　　　　　　　　湿
羅壽壽罷鰯遽器耀認鍵雛鱒選器毯蝶

羅壽壽　尋認藷麗　罷塞
　　　　　　一352一



學化 綜絹
　　　、串ヤw㌣i購釦ヨL～ぐ理鄭隷㌣簸繭溢耐＼1聾豊pai　co

　　　　　　　　　　　　皿be　x　’
　　　　　　’　・i　nv耀
　　　　　　　　　　　　置　Le
　　　　　　　　　　　　　　I籍講瞬餅謝勲避瞳畷瓢麟難　　　ew薄爵譲藍躍羅羅
羅薄薄翻＄魏職tt”財醸瀦謙
甥鶉悶91；！潮婁漏9蜜皆蜜　鵬
即99暑β誓ββ9實．8攣
＿＿＿．－4ニー＿亙＿＿＿＿＿鼎ll
　　　　　　　　　　　ρ遣：3鴇：鷲遣ζこ焔とe鴇；と鴇唱㌶と：u鴇と　こnPt

　　　　　　　　　　　tlgNR　辮
齢卸蝉Npa．pe　50鈎ρ僧卜。．ρ齢脚ρ紳、ド辞．c。♪、餅即一geJ・♪距1

審お鵯総葛窓8謬餅9濤㌍8唱謡自留＄賃鷺38曽8鍵芝3塑

　　　　　　　　　　　　　爾
麗罷誉駕雛雛総鰭鰭罷罷琶蕎簿鰭愚
　　　　　　　　　　　　　囲
選雛諜誉鵜蝿簾灘翻麗襲誉灘罷穐

§爺毅補舗翻騨奮罷羅雛毯弩罷盤呈

認馨誌罷難羅羅罷麗罷罷誓瀞輯

壽塞壽翻遇慧罷塞潴羅弩鷺螺畢馨塁

謬羅壽羅罷壽詫選麗馨離罷離誓罷塁

洲今1引よo》悼JO50引舅今1今1圏國潮、勲50・r’
融融謡墜8盟寄齢融融齢灘壼蒔端鷺8演
　　　　　　一一353一



　　　　　　　　　　集演講學零ト綜鐡

しにましそまて　　四申ててしでり
7c就すたう’しは炭臨興上如減てあま
るきOるした鷺酸類旦げ何る絹りし
森9瘤翁塁書繋墓乞隷享毫碧攣享叢
は實に定等可酸硅てk9£：影な増斯を
ど験同いの成硫酸はなの響心量2絹
う致檬た液り酸曹次る結が配しPtに
いしなしに濃等霧の盤果あもまふ働
ふまるま生いを硫様麺はるあすやか
風しもし綜の使酸なが大かるるうせ
vaたのてをで用曹も生艦との揚vaま
弧庇を段浸あ致緯の綜第云で合重す
力實同々しりし盤をの一ふあに金る
紳験じにてまま化用強衷eりはwaと
度は様延置すし石ゐ力及とま飴の絹
が表にしきが’t家たにびにt程盤は
愛に盧まま結かtsの及第付是注類よ
るは理しし果く化でぼ二き等意はく
か五しててをし苦あす蓑まのを絹溶
芸嘗蕩擦蓼一7蓉iSn呈轟窪ヒ瑠蓼藩馨

ふま液はの見Q饗II］哲り私及る解の
こでよ一申ま五璽　不で共びのすで
としり月はすパ化　 しあが酸でるあ
をか取目其爲1職　たり實類あのり
實書出毎のめセ硝　るま験がりでま
験いしに中にン酸　 もすを絹まあ実
してて彊の濃1・鉛　 の第致縣すり叉
た鐙其カーい液統　で一しの目ま鷺
のき儘仲を方と酸　 あ岡ま弾方す化
でま風度取を一鋼　り及し性をか錫
あせ乾をり使バ伺　 ま第顔及増らも
りんし測出つ1ua　充二Ptびさ是矢
までて定しだセ又　　興結張う等張
すし置してのン酸　　さ果力とのり
共たきた洗でト類　　 第をに思物絹
結餅たのひあ液と　　三鼓謝つをを
果くるでてりをし　　圖にして用溶
を威もあ乾ま作ま　　及一ま却ゐず
申理のり燥亥りし　　第寸しつま◎
　　　　　　－351．一



圖　一　第
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A隈　浸潰後6聯間チ経過シタ，レ後眼可出シ風乾レタルモノ

　　ロー×支四
　　　　　Tensile　Strength　Per　Denier

　　　　　　1％ノ溶液

、渓数 _　　　　　　　　／3
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　　　　　　　　　圖　巖　第
　A匠灘｛後鱒聞pa．．va、・・、B、、V後取拙シテ風翰即面　　1

　　　日一x寅四
　　　　　　Tensile　Strength　I）er　Denier

　　　　　　　　　O，5％ノ溶液

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

0　　2週　1月　　　2月　　　　3月　　　　胡　　　　5月



◎

圖　　三　　第

B匪　洲定ノ時迄浸漬シ後取可出シテ風乾シタルモノ

　　　日一X支四大正14年2月9日ヨリ

　　　　　　　　Tensile　Strength

　　・　　　　　　1％ノ溶液

、　＼！／　　　　　　＼　＼’°　4．蜷化石7A

l　　　　　　＼＼4・・盤繊
　1　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　6・盛化苦士

　、　　　　　　　　　　　　　　＼2　7．衛酸
　’、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．硫　酸

。／

1

0　　2週　　1月　　　　2月　　　　3月　　　　d月　　　　5月
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圃　　四　　第

B職測定ノ嚇隻浸漬シ後1紋咄シテ風乾シタ・レモノ　♂
　　日一×ヨと四　 大了1三14！τ1三2月9日日り　　　　　　　　　　’　　　　　　　｛

　　　　　　TenS量le　Streugth
　　　　　　　O，5％　ノ　脅事　液

、　！！　　　　＼　　＼ゾ

＼

0　　2週　1月，　　　2月　　　　3月　　　　d月　　　　5月



羅　イピ縣　絹

そ共納無た記液　 りまけルはす彊し
れの々いもしに次もす瓦に盤三力ま
か影影ののた六がしとのi封化と及す
ら響響でで方時蒸ま生重し苦書伸と　　　　　　　　　　　　　　　　朧はあああは聞溜せ懸量て土い度第　　　　　　　　　　　　も化著りりり蒸浸水んはをの七ての一・
苦しままま溜漬に゜其支強があ攣よ
土くすすす水して　儘へ力硝る化りvaあが　゜°及て塵　　‘こ得を酸のを第
なり是次蒸其置理　置る瓦八は表四
りまれぎ溜他きし　 きかにが硅は圖
ませもが水の後た　 まとて硫酸し夢
すん夫硅に液取る　し云現酸曹た照と　゜れ酸てtcりも　て．ll、は等逮の＝
生次程曹腱て出の　 もこしののでと
懸ぎ薯達理實しで　五とた溶溶あ記
のにしでし験てあ　箇を撒液液りし
張盤く膿たの期り　月現を中申また
力化無理る前日ま　位は取ににする
は鐵いしも日ます　経しつ入入：二線　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

じ

著にのたのまで此　つたたれれとは
しなでるはで風表　 とののたた書液
く　り　あ　場　少　浸・乾　巾　　　少　で　で　の　も　い　に

影まり合し漬しA　しすあでのて浸
響すまではしてと　宛横りあであけ
さとすあ影て強記　 強線まりあるな
れ其次り、響麗力し　力上すまりはい
まのがまあきをて　がに即すま蒸其
し影塵する後測あ　減はちそす溜儘
て響化が様取定り　つ月一し四水生
五は石是でりしま　てをデてはの綜
箇次次れあ出たす　ii蓼示昌此臨申を
月第ではりしの表　 りし1縦化に櫨
後にあ蒸まてでは　ままLルの石入い
に著り溜す風あ蒸　すしに線友れた　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　

じ

はしま水が乾り溜　が陀甥に五た揚
張くすの飴しま水　さ此しはがの合
力な゜揚りてし其　 う表て一盤でに
はり是合著實て他　 澤にどデ化あ於全まれよし験ぢの　　山よれ＝鐵りけ
く％もりくしと溶　減りだ1天まる

一＿ Rδ5一



集演講學科i練懲

　爲る方張力い合　揚でな絹はま無
歌め間は力がもに次合見くはれし．く
ぎにに三は減のは響でtまな非ま竃な
に絹液箇ゼ少が割にあすっ常す從り
弾綜は月ロせ少合Bりとてに鞭てぼ
性の蒸目にす・いに即ま酸i参悪類鰹ろ
勢麗蓉姦秀隠薯努嘉≒覆茎最縷黛ぐ
挿すて力まるあの定初絹する類土に
度る濃はすのり減のめに硫のにはな
に程厚ゼがでま少一六劃酸で較解つ
就度とロぢあすの日時しであべ離て
きがなにのり゜仕前闇竃はりましし
て一るな場ま硝方迄浸塵矢ます臓ま
は麿とり合す酸が試漬類張亥とクひ
如烈碕まで゜硫塞藥しにり例さロま
何しほすあA酸いにて比二へう1すでい室゜りののの漬後し箇ば大ル゜
あの氣是ま方やでけはて月硝しイ是
るでがれすでうあ置察非位酸7eオれ
かは働はとあなりき氣常にで影ンは
と無き恐爾り物まて中にて’虚響が恐
申V・まら酸まです後に張絹理は分ら
しかしくのす腱゜風出くはし少離く
まと，ては方と理師乾し働分まいしは
す思色液は已しちしてく解し様て鰹
とはkに五にた液た風としfcで是化
第れ愛漬箇三揚にる乾弐てもあれ苦
三る化け月箇合漬もしふ弧のりが’土
圓のをてH月でけのてこ力はま伶は
にで起援で目もてに置とは二す用非
示あす室弧に割置就いが全箇がす常
しりの氣力硝合いきた判く月酸るに
たまでには酸にたてもりな位類の水
通すあ曝無もは方申のまくににでを
り゜りしく硫長がしで亥なななは吸
でまてな酸い却まあ以りるりなふ
あ　す置りも闇てすり上まと9いのり　　゜き読生共縣ζまはす弧一すかで
ま　其ま酸懸のの此すA是力るとあ
％　のすのの張弱甥゜のれがと思P
　　　　　　．一一一　356＿
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學　化　懸　絹

分長現でし　月酸ま二は酸はのの
といはあ上製後はすつれは弾各で（1）
云目れりげPtにAカiのま影性一（2）と
ふ月るまた用弾の矢場す響で％は記
物を鐸す様水性揚張合そが％の蒸し
は要でかにのが合りをれ大を溶溜ま
蓼筈曽星難距舎躊罐碧奮B弩婆嵩髪
品れまmsなは無二がて此で示使はの
質ばすをる後く箇影蒸場あレ用硅が
ic其・1彦蓄もにな且響溜合り横し酸矢
k影繰へのもりBす水でま線て曹張
茎蒙馨盗霞里憲霧曇叢宜兎羅轟諾晶
し現揚きあげは合多曹の叉過をはに
ては合まりま分にく，撰方鐵し虚盤申
葬れにすます解は硫盤がのた理化し
常なは間せるし三酸化Bやるし石上
にい其にん通て箇」硝石のう月た友げ
必ののはがりし月酸灰揚なをる（5）た
eeで溶今A色ま律等等合鷺現場はと
なあ液實張kう硝ははに類は合盤同
るりは験りのの酸一弾比はしの化様
關ま薄の繰盤では暦性し他ま弾鐵に
係すい結綜類あA其のてのす性（6）何
を琵の果中がりのの上rtk盤圓の臨に
有職でをに含ま場影に計類で攣化も
すかあ御生ます合響籐によ明化V虚
るらり同懸れ゜ではり影りらをグ理
も考まににて　は烈影響烈か示ネし
のへす掛同居　二し響をしなしシな
でまかけじり　箇くを受くるたアい
あLらま様ま　月な及け弾通の（7）生
りて共しにす　鳶つぼる性りでは綜
享嚢影奪覆蓮霧募叢tte曇砦曽酸緯
J縣響うさ度　合りい思す含ま（8）性
生用もなれは　でまのはるもすがを灘務鑑畏を警呈19£嚢誉護鰹鍍芒
御成でがと申　箇硫り％思り線等た
　　　　　　一＿－359一



集演講．學科練鍛

　はの　　　通毘てり究本販切が承ビし・一・・次　　 に來も共す貿費れら知
ウま種に　　用る長のるを上易費の
レすで更　　 ゐ丈い働と優にいら通
ッ所あに　　ら早間き云良はとれリ
トのり進　　れくにがふに差云％さ　　　　　　　　　　　　　　し反重まみ　　る取は非こし支ふ先う
塵要t，ま第　物つ非常と共な事の永
頭な從し＿　でて常にも生V・に使く
霞るつてta　あ仕に強大命とな用蓄9反て絹節　り舞着いrcを致り者へ
曇鷹蛋懸　　まふ物の必長しまがて
量萬農虎絹竃芸馨£署手f，f課
　上の墨練　かふしりあるボれ云ぬ
絹げ反反の昏こ途まりとsでふの
鼓季響鷹化を泉姦芸季気星脅霧甚
める呈付學る必れら゜こ懸まのぐ
苛とすき反　事要てi着殊とはす付商
讐麗毒ma籍窮舞黎晶鍛奮発曇
達如i武し　　識りぴに酸へな絹生し
のくふ申　　 とままか硫まい全縣て
溶でこ上　　しすすN酸すの艦を費
液ごとげ　　て゜夫っ6るでの以ら
をざはだ　　必臨れて様とあ生てれ
加い勿い　　 要酸で居な矢り命着て
へま論の　　だとありも張まか物仕
てすので　　とかりまのりすらを舞置゜tあ　　思硝ますは是夷考蓬ふ
い　 とり　　ひ酸する今等れへりの
て　でま　　ま硫かと御のでままで
少あす　す酸ら初目鷺あすすあ　　　e　　　　　　　o　　　　

じ

し　 り　　　　のかめに類りるれり
く　ま絹　　　 やsは掛のまと．ばま
暖　 す綜　　　 うる判け事す一其す
め絹は　 な揚らまをか時の゜
更　懸蛋　　　物合すし飴ら生着併
に　の白　　　はににた程絹綜物し
是　i現質　　　：普は居通研ののがな

一360－＿



．學　化　懸　絹

　インふ紫ダるぴロしを何色麗Qでく　ア反人色ムのまンま加れ蛋な9あ薄
　ソ慮がをキです氏すへの白紫2りい　反と初呈1あ瓦反とる蛋質色碧ま硫
　慮呼めすウリ液慮赤と白反をがす酸
　冒蒼聾農φ享姦雇蒙．誓讐蛋芒窪書努

　lili讐馨良？鶏1お蒙華疑享与薔獲
　§あホあ反にに窪た風る9庇居質を
　邑リブリ慮あ豫ぎ澄に反降’反るのIJTl
　　まキまβるめ旦黄黄鷹i含慮が分ヘ
　ダすンす費の水　色色で奏’は爲子ま
　φ゜馨で嚢鑑蓋董巽箆籍髭定竃
　｛呈竃璽墾Sc藻茎茎を旦響8暴桑
　ン　云る＄ある厚すすて濃いでが色　ヅ　ふの皇りもな゜是ど厚teあ二を
　　　　　o　サ　人が菖まの硝　れsなしりつ呈
　ル　がそ　すに酸　はに硝まま結し
　フ　研れ是゜加の　夏あ酸すすびま
　オ　究では　へ中　にりを繭゜付す　ン　しφ絹　”・，に　苛ま繭の此き」
　酸　まりに　少溶　性すに解標ま是
　望　しま濃　 しし　曹の加葡本しは
　言　たす厚　煮ま　i聡がへのにた何　島　爲是な　沸し　をそま測あやれ
　曾　にれ硫　 し衆　 多れす定りうの
　弩　アは酸　ま液　量でる法まな蚕
　＄　ダアと　す是　 にあととす結白
　尋　ムダ氷　それ　加り黄關様合質
　ぎ　キム酷　　うを　へま色係な状も
　暑　！キ酸　すミ　て兎にが斯態此
　Ptウ1をるロアなあう身反　量　イウ加　とン　ル白りり云一i慮
　此　　ツイへ　　絹氏　　力いまま涛、1を
　試　クツま　は試　リ繭・9：竃や8呈
、　藥　ホクす　赤藥　性が是　 う1す
　　　　　　　　一36t－　　



集演講畢科綜、獄

　　　　見ひり　　　少にて　色を
嘉舜　　まがま絹　　 量少居以と薄
　　　　すあし綜　　はくり上はい　　　　o　　　　　りたと　　存或まが少ア
　　　　　ま通人　　在るす繭しル
SW　　　　すり．造　　し場Jの建力
　　　　　かセ絹　　 て合其主っり
　　　　　らル綜 第　居にのなたに
酬㌦　　其゜と智　りは爲る斯溶
雛轍em呈｝捕醸婁警詮毯皇奮

　　　　　しと反然毛と反あをま
　　壊SU　いな慮絹　の嘗鷹りSし
。欄　馨竃窪・kk姿゜蕊斐享曇轟
　　　　　あ居ひ　と　多て愛章すに
゜　讃　 りりが人く居明毛゜加

　　　　　　ロ　　　　　違セす化恋が゜は　赤

　　　　　し白はのつし緑黄　ご
鰻㍉　　て質前差ててはを　・
灘it　ew　譲震轟異唇暴要壼長
錨膚　　致態話　　ますがに　態
憾噛sc　を窪奮　兎歪素彗寡
　　　　　　一362一



　學　化　綜1　絹

　り　はかま僅著絹銅

　か繊ん嶢塊9い僅1きギ嵩it　nv　ev　EL－va
　ら　維　　銅　　け　　歌　　す。　た　　か　　『　　て

　瓦方ス早し燃で膿繊致　　・篭π　V
　斯はコhま擁あい維し　　 簾吾簸撮M

　験臭は奥獄就究ま二　　”ab一
　致ひ同氣綜き銅す種天

　れすませあるス矢比し璃i義麟
　rc蓬す々りとコ張較て

　reあ　　が絹焼あま水の
　試る　me　msしり窯にPt　　　園
　験爲　るはてま併勤を　　　　tl・

　　　　　　　　＿363一



集演講學科縣蹴

　　ア々は入もは今維あ々が赤に皆しし
　　ム，溶今造酷溶申素りに大v・染酸また
　　モけ巾絹酸け上のま溶略色ま性す試
　　Z覧げ懸繊るげ方亥け家にりでの験
　　アビたは維がだは人る鷲なまあで一紙
　　でスや1侵素永や溶造次縣りすり容を
　　　　　　　　　　　　　　　り　　は認うさもくうけ絹ぎのま銅ま易綿
　　天1にれ同かにるXtに様究懸究にで
　　然ス直難様S天のに酷に次は次牛江挾
　　絹もぐい瞥り然で就酸溶ぎ少にりみ
　　縣同溶のあま絹あきをけにし璽まて
　　は様けでbす綜りま加ま濃赤化す諮　　直で羅あま老のまし一究硫味亜゜め
　　ぐあ野り究れ方すてて銅酸が鉛天て
　　にり獄ま師かは次は温綜をか沃然置
　　溶ま懸すちら直ぎ鍋めの温つこ土絹トき
　　欧すの酸ア人ぐに称て方めたを綜是
　　野酷方化ル遇溶四ビ見はす物造のれ
　　獄酸は鯛力絹け＋スま徐ににつ場を
　　懸綜なアリ縣てバコす々加なて合熱
　　のはかンにの謬11るにへり作にし　　護1養ぐ重竈護皇F．lll豪薄淫t｝製箏享

　　少し溶ヤて銅亥ト天獄置蒙どさルPt
　　しまけ溶は縣天の然綜ビ鷲スせカば
　　溶しな液天は然苛絹はス綜＝まリ燃
　　けて）1に然膨絹性孫殆コは1す性擁
　　難溶そて絹脹綜加とん1急スるの、瓦
　　いけれ虞懸しで里同どスにはと瓦斯
　　のなか理のまもの様働は溶銅天斯の
　　で糠らい方す野溶でき容け綜然を爲
・　あそ銅たはが獄液作ま易まと絹焚め
　　りれ懸し客溶綜で用すにす同縣生に
　　まかのま易けの温しん溶野様のし其
　　　　　　　　　　　む　　すら方すにな方めま野け翻に方人の
　　餐酸は’る侵陸はてせ鷲る縣なは造試
　　絡化膨とさビ溶見ん懸譜はり何絹駿
　　り二脹天れスけまがも酸少酪れ紐紙
　　にッし然まコるす酷同縣し酸ものが
　　はヶて絹す1こる酸様は邊綜黄方愛
　　溶ル段綜がスとと繊で徐いは色は色
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學　化　縣　絹

態ンでト蛋軸位二　　1　　りばれけ
にトあか白ををつ次　　　 ま容か嗣
於位りら質な占のが　　　し易らそ
て含ま二でしめ蛋化　　　咤に酷れ

量トふ少占あパロに　　　　來ああ
でiていめり1イ付　　　　　るりり
あれ居のてまセンて　　　　　のまま
婁吉呈ゑ管≒ζ穆皇　　£薫喜
すもすりま是位§．げ　　　　り等ス
る少Qますはにεま　　　　まのコ
がV・其す゜フ當で究　　　　実反1
ゴ時他る絹ヰつ是絹　　　　　是悠ス
謬もに二が繊ブては懸　　　　 れをも
テあ水大維ロ居約は　　　　 で悠同
ルり分髄のイリ繊申　　　　 化用檬
にまがさニンま維す　　　　學い貯
溶す約う十とすのま　　　　的潅あ
け゜十云パは繊三で　　　　性しり
る乾パふ1…異維分も　　　　　質まま
物燥1割セっののな　　　　　はす実
が状セ合ソた中二く　　　　絡れそ
　　　　　　＿脚＿365一一



　　　　　　　　　　集演講學科兼糸慧

　　　．．．＿．　ののパンぼてが約　 あ

　　　　　　一も1ト是居入Q是り
ヨ‡・w　幾鷲奮耗茎？蓋鑑書
Un　　　　分まト・一識す参パの　、　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　もu蔑　　　　 にすかパ繭こり1や
駆ru薗蓼鉾↓義之事叢
　　　　々　　私フOンは御エ　ト物
　　　姻蒙ms蓉妾莫在講屋み壕馨
貫鐸冨爬“爵　實ロ1によ掛ルああ
鋸霧 ﾊミ糟》｝塁f，；発券宴＄茎茎

　　　　1　 しゼトで離しに究し
爬。。，。rlr　ff、辮まリ位居したも爾て

　　　　　　を内すそ色白入1で回同H呉　　黎部゜れ素のつルあ
§9ぢ　　　　げに此かで繭てにり
㊤L’° 撃戟@享婁鍵異曽奮響薄惇
　　　　　　れ　　れ　　物　　他　　ま　　取　　ま　　る　　が

　　　簿H　　　ばて質にすりす所何
曼§霧鴫　　次居は無゜まaのれ
　　　醗　＄ゑ懇僕藷髪李欝鶏

　　　曹1　　あも面り物色ルあ存
　　　　　　りあにまの素のり在
。。Psu　享茎窯％書£謹享ヒ
葛奮ii！　　　°すし此○り大此居
　　　串　　　　碕て量毛ま部中り
　　　　　　　ほ居はパす分にま　　　　　　　繭る01　°入色す　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　贋も七セ伺つ素
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學　イピ赫　絹

　　　　　　　まに多　ま次
　　　　　　　す及い次すぎ以　　　　　　fA｝ん順に゜ま上ee　SO
　　　　　　　ほでに絹　 しの

　　　　　　其居並懸．　て表
　　　　　　　のりぺの　 二よ
　　　　　　　他まて申　五り
　　　　　　　のす見の　％見y蹄
　　　　　　　成゜ま無　内ま
su砧tWsu　va婁肇玄饗零茎
　　　　　　　示てと分　　あ翫ご一rd
　　　　　脅　し最一は　 りフ器鵠
　　　　　　　まも番女「1　其ヰ

　　　　　　　　　　　　　mo　wコ　　　　　　　ばものる　も！fμや　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　次のはも　のンato◎
　　　　　　　の　は　石’の　　は　が
　　　　　　　表鐵荻か　水最
　　　　　　　のででら　分もpaμ
　　　　　　　通ああ成　 を多号・罐
　　　　　　　りbりつ　除くPt　ma
　　　　｝1｝　　でままて　き大　　・
　　　　訟　　あしし居　ま腰

　　　　O　　　O全し　他外　　　　ゆ　　　 土友ま　 はをoo　　　　丑　　　％分す　何占葛謡
　　　　　　　　か中る　れめ
　　　　　　　　ら二と　 もセ

　　　　　　　　〇十是　甚リ
　　　　　　　　九か等　だシρρ　　　　　　　　　　　　　　くカ　oo　　　　　　　　％ら無　少ンQ。。。
　　　　　　　　位四機　量は
　　　　　　　　で十成　で是
　　　　　　　　あ一分　 あれ
　　　　　　　　り％中　りに
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集演講學科綜釜塗

ののにり酸ぺに
でア属ま律プア絹　　 是

あミしす薯．タル懸　　 れ

　　　レ　　
ny

リノまま5イブははま酸すだ器1・モ前　　 生

需でノア乙e・1に　　Wt・　　　　1
如あリミに蔓スも　　槍
袈皇寛最響琶奪里豊霧
孕喜で窒零舞宴節纂聾・Pt牌tr－
・通シ ﾟ至㍊絹窒　”
贔甕養途まやプ通糸糸北　1
が白ぢ中亥うトリ　の尾　ヤ薄購悔
絹質毫の蚊なン蛋ヴ　技
の同：R物に物窟白ミ師

まもあますまが種組　さ
れ分りすのし出で成れ
愚難季象籍塁奪曹　羅

　　　　　　一1368－一幽



學　 イヒ　斜i　郁行

　　　　　　　　　　　　　　　諜
　　　　　　　　　　　　　　　需l

　曵　　、，　・．ミ瓢：v－　　・va　る
　u、　　唱　s（tVt”’　’“’　㌣1・“　　　と
　唱　　　　　lt　K’sc　　　　　・約
　爬　　sc　望ぺ礪踏sc望sc、遷〉　十
　　　　　　　　　　　　　　　　四
　　　　　　　　　　　゜　、　　　種
　8　穿ぜi・霧珍蜜罫監3辮培
　寒　，藍　tB・「琶蕪，9曾昏§・　ア
　響　 ゜蕪：1：　te　j
　　　　　　　器臼n　　，　　　酸
。露t4／塁L零婁難§鱒§量甕

　　　　　員鼠自ど8旨・　・　す

　　　　　　　　閏　「　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　な
　　　　　　　　　　　　　　　　種
　　　　　　　　　　　　　　　　類
　　　　　　　　　　　　　　　　で
　　　　　　　　　　　　　　．　　あ
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に然に幽ますの
多し此しす前i亜此
　　　　，h是三てとのりの
のれつあれアで中
でにがりだミあで

集演溝學科紡餓

あ反多まけノリト　　　　　　　　・
りしいすが酸牽り唱　樋　 rv　　v
まてのが今は究プ　　　　　　唱
すグで此日酸以ト　￥・x　N
是りあの絹性上フ糖鵡　弘　 v
変；茎1躍幣£＄；lty．　馬
絹ルす’はよりでは爬 べ　 ℃　　虻　ら　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

蛋アが最りま最最
白ラ絹後磯“す後近
の”蛋の見是の畿ど　〉　鎧　　tii
特ン白三さ等三見臼．蒔．　t：　 遷

あシ性・ア居基萌た　，　　　　　昌
リンとミる性の物

何酸いのの持・のF．占・　　　　8
窒腿誓葉莚虚誕要　　El
物しあには物で式8鍾
でてりは此であは閏6
あ非ま割庭あり前　8
る常す合にりま衰　国
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遷ピ　イヒ　 料…　宗ff

tA　種難　廣　兇夫溶　6bてがか
1㌻蛮6蕩轟昇li’撃宴；§享75嚢芸
とζ皇£擢奮ζ芒：究；旦嘉堂碁奮

Utセすり一て’たンo　ではくりと
ふリ是ま帯居・　°を絹アあ百溶まを
人ンれすにリィ機取のラリ践解す簡
にはは是多まシ見り中昌ま年い威箪
よセ非れいすン者まにンす程たかに
リリ常との絹ははす非は゜前しら申
てシに絡で綜百スる常あ　一ま膠上
磯ン苦始あの年トににま　千すのげ
見のい＿り申位レは多い　八然砂た
さ申も緒まに前ツ普く昧　 百し糖va
れよのにすもにケ通含を　二なT．と
たりT・な゜少ブル絹有持　十がcFQ想
の嚢あつ非しラ稼をさつ　年ら舘ひ
で見bて常あコX使れて　　頃エ9ま・あさま居にリノ踏用て居　に1鴨す
茎麩需皇碧享豪’量警唇羨霊；蓬夢
宅ア　すた丈焚云ままに　さブとリ
桑ミ　イ板桑見ふすす能　れル謂コ
のノ　ソ歌とし人゜°く　たコはコ
葉酸　・・のかたで約　溶　の1れル
とで　　イ結鷲のあ七　　解　　でルでと
か・あ　 シ晶のでり十　 し　あと居申
獄り　vを中あま五　ま　りかり上
艘ま　と致にり％年　ti：　ま云まげ
中す　申しもま　前　工　すふすま
に天　 しま存す　一一」　1　 °物゜す
も十　ます在是　千　テ　獲によ物
あ五　す゜いは　八　ル　見はくは
り年　　る水fa多　　百　　ア　　者溶結膠
ま前　 nにしく　五　ル　はけ品の
すク　イ割ての　十　コ　ブない中
がラ　シ合居蛋　年　 ！　ラV・たに
殊1　ンにり白　頃　ル　コのし多にメ　　の溶ま質　　に　　に　　ノでまく
セル　 Pt ｯ需に　 機　 は　 1あし味
　　　　　　　　ド　　　　　　ー　37Z’一



　　　　　　　　　　集潰講墨科懸慧
るなを　 り植　 グの　 ラさ　アしり
やし付水ま物グル中ブギれアス霊シ
うてけにすのルタに・リンたスパ水ン
で居る溶絹方タミはゾ酸のバラにの
あるの解msのミン可∠1をでラギは中
りのにし中化ン酸成i2見あギン可に1

゜りさて飴に千　いがま亥は　溶の
　まれ一りよ八　の磯し初一　解で
　すて種多り百　で見ため千　いあ
　暫居特くで六　あしのは八　たり
　蓬’b有な磯十　 りたはア百　 しま
．をまなV・見六　まの其ス六　まつ；

　契琴藻雲fv籍嘉£讐づ琵環孟
　て澤をあた五　 晶りあギロ　がプ
　．臨山持りの＋　　しまりンピ　精・
　ににつまで五　　易すまとケ　　kイ
　璽販てすあ年　い桑し云日　あン
　へ費居翻り前　物のエふ景　まの
　まさり蛾まに　で葉約化噴　V・中
　しれまのすリ’あの九合＆　のに
　ててす中植ツ　　リ中＋物及　　では
　ク；居乖に物ト　まに八とび　 あ極
　ルリ常ものハ　 しも年しヴ　 リ僅
　タまにあ蛋ウ　霊多蘭てア　まか
　ミすv・り白ぜ　昧量千焚y　竃で
　ンるsま質ン　はに八見ケ　　あ
　酸味味す中穣　酸含百さラ　　リ
　曹のを　゜に9　い空二れ之　　　ま
　逮素持　割冨　のれ＋た誇　　す
　とはつ　合露　でて七の9　　板
　し是て　 に巳　 あ居年で亀　　歌
　てが居　 多と　りりであ芭　　の
　用主りr　く云　 ままありに：　　結
　琶蒙享霧盾tl表茎手＄　馨
　れ成爲　 し名　　にすアで　　あ
　て分に　　てな　　　若゜ス彊　　　り
　居を喋　居る　　葉　パ見　　ま
　　　　　　一372－m



學　化　縣　絹

　ブなしてし絹やスさ　チにさ・フ
プロ障絹一たのうテれチロもれフce
ロリ碍に麺通中なデたロジ少たエニ
リンをかのりに結ラ物ジン量物ニル
ン　與Nメ生は晶1でン　あでルア
は　へるラ物多を㊧あは　 りあアラ
約　 ま酸昌醐いい器りWh　まりラP　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　二　す化ン中のだ鉱ま予　すまXン　　o　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

．

去　繋建振£峯港羅含菓蓼孟
年　　を邑之りri：よ懸四　にく一
棚　　持邑を1ま水り申十　はの千
一　　つと分すにてで穴　割蛋八
千　　　て稻解がは焚磯年　　合白百
　　　　　　　　　　じ九　　 居しva桑割見見約　に質七
百　　bまた葉合ささ七　溶申十
年　　ますしににれれ十　けに九
に　　するまは溶たた九　難廣年
ウ　　徽物す非け㊧の年　 いく今
イ　　 がに一一・・常難では前　 の存よ
ル　　 ≦終致種にいあ約有　 で在り
ス　　殖しのi寡カミリ六名　あい四
テ・　致ま酸いアま十な　りた十
ッ　　 しす化のンす五る　まし六　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　，
タ　　ま是酵でモ絹年化　すて年
1　　すれ素あ二の前學　併居前
類　　 れはがリヤや一蔚　 なリシk　

穿　　 ば褐存まのう千リ　がまユ
1‘　　絹色在すやな八1　らすル
亀　　 はのい古う光百ビ　温桑ツ
に　　愛物た谷な澤六ツ　水葉ヱ
よ　　 色質し先物を十ヒ　にの彷
り　　　しでま生に持年P　 は中9・
て　　絹あしのはつで箏　溶に葺
得のりてお溶たあ芭解もeV　　　　　ロら　　 品ま是話解化りに　 いあに
れ　　質すれにい合まよ　たり依
た　　 上駕をもた物すり　し絹つ　　　　　　　　　しの　　にめ分あしで是て　ま綜て
で　　色に解りま針れ磯　すの獲あ　　々若しますのは見　 ゜中見
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集演諾峰岬』科孫搬

　ヒで綜納あ　ト常　オ』とのにり
是ス絹を々りきりにオキ甘オ申慶ま
等チ綜酸溶まリププキシ味キにく実
はヂのでけすプトロシブをシも存一
何ン中分難是トプリプロ腐ブ嚢在千
れデか解Vbはフアンロリしm見い九
もルらいの動アンと・リン銅りさた百
鷹ギ取たで物ン　 似ン　 とンれし一
基二れしあのは　 ては　結のてて年
性ンなまり生一　 居一　 合二居居にのy’ ｩすま活千・り千　致つりりは
物ヂつと1すに九　 霧九　 しをままフ
でンた分他は百　す百　 ま除亥すヰ
あ　の解の非二　　゜こ　　しき針薬シ
リ　でしア常年　　 年　 てて状のヤ
ま　　あてミにホ　　　に　　結は結葉1
し　りしノ必ツ　　フ　晶他晶の角
で　まま酸要ブ　　ヰ　性のを中ぎ
他すひになキ　シのア致にoVの゜ ﾜ較もン　ヤ鋼ミしもuア　　 しべの角　　 1　鰹ノまあに
ミ　　てまで信　　に　を酸しりよ
ノ　　取すあ誓1　よ　遭は霊まり
酸　　るとりe　　　り　リア水す合
と　　事非ま及　　一て　まルに絹成
非　　が常す：「　　爽　すコものさ
常　　　N！，に湯1　　　兄　　゜1ア中れ
に　　來分に史　　さ・　ルルにた
違　　な解は9　　れ　　にコはの
つ　　いしよ亙　　た，　溶1少で
て　　の易くに　　 の　　 けル燈あ
り　　 あの解つ　　 あ　　 いもあま
ま　　　りでして　　　り　　　の溶り究
す　　まあま獲　　ま‘　でけま植
ビ　　究りす見　　 す　　 あます物
ス　　共まがさ　　昧　　 り実樹の
チ　　爲す冷れ　　が　　まプぼ蛋
ヂ　　め養水た　　壮　　需・WW白
ン　　今通にの　　 く　　　 リ及の
は　　ま絹はで　　非　　　ン蛾中
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墨・化　縣　絹

S跨酸　 是大　 げ　　　　美ヒリつさねこ「一・
常をム等膿フま今　　 物性てれ一千
に加ルに中ヰすま　　 にをi農た千八
其ヘダ付上ブ゜で　　 は呈兇の八百のて’ Pいげロ　は　　 非しさで百九　　　制煮冒てまイ・絹　　常まれあ八十aま匿一・：一・しン　至　　にすたり＋六
がし包言fuは　腿　第　必アのま六年
減ては申が絹　　に　三　要ルです年約
婁鍵K浄饗難讐節撃〒雪麩墾‡
磐藩ζ享誉蹉垂．・ッ3叢窪？究拳
のけイと依ど　ベヰ酸エてヂ年萌
でなン次りの　たフ゜　で！是ン前コ
あいののま位　　の　口　あテ等はシツ
茎奪響智毒編霧イ嚢佐豊￥蒐蒐
すををで・合　リン　せはつ八ツ禽
次以五あヰに　 ま　　　ら不は百工舅
にて皐リブ含　 し　　 れ溶何八曾巴
スフ三ま・ま　　た　　　て解れ＋ξに
テヰ五すイれ　が　　 居でも九奮よ
・7’パ゜ンで　更　　るあ水年笈リ
ドロ1　の居　に　　 のりに三スて
ライtc　割る　 詳　　 でまよ十タ・di
1ンン　 合か　 細　　　あすく六イ見
窃のト　がと　に　　 り此溶年ガさ
塞景と　多云　フ　　 ま頃解前1れ
或とし　少ふ　 ヰ　　 すのいド穣だ
旦して違こプ　o研たレ甕のはた居　つと　・　　　究しツ豊で
四のり　てに　イ　　　 にまクのあ
十でま　居付　ン　　　 よすゼニリ
ニあす　 るき　だ　　　　り共ル人ま　　レ奮畠書雲奮鮭　窪譲算撰事
五す絹あて付　 ては9つル　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　　　　rn

十典孫　 りは　て　　　何ア＆てギ
パ爲に　　ま繭　　巾　　　　　れルに焚　za
1に酷　亥に　上1　　　も力依見ン

　ハドリーりlo一酬鴨



集演講學科綜駕

の法ンrを　 いと液　 郡すつトるセ
　　　　　　　　　　　Nでがのセ以そ数同を次分同たが部ン
、あ各量ンてれにじ以にを氏の伺分ト
り異と1・庭かなやてフ以はでほだと
まりしの理らつう絹ラて加あ低け曇
すてたアいヴてな繊ンフ座るくをふo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　居のルたイ居法維セヰのとな除撒
　りでコし二りにをゾブ許思つき字
　まあ1まオまよニンロにぴてまを

　めす用街響　 し沸i奪と百坂の冥て
　喚斯ぴほ旦　’（1い包し三にで淺居
　或うま薄は　 ッたはた十クあつり
　蜴云しい七　ヰし七の三ラリたま
　合ふて盤十　ブま十で鹿1ま部す
　にゃ二酸五　ロしYil．あにメす分是
　はう回をパ　イてパり絹ル苛をは
　フに塵加1　ン後1ま繊律性フ苛
　茸饗裸蒙F．霊酸；需讐1蓬歩欝
　ロ者たし1・　をで1’　熱ははロ逮
　イにしてと　決虚と　 し六フイを
　ンよま次云　 定理云圖ま十ヰン絹
　がつしにふ　ししふ　し六プと綜
　幾て典盤数　 た丁数　 竃パP’しに
　ら多典酸を　 の度字　 溶1イた加　か少残を出　で今を　・解センのへ
　溶逮つ水し　あ日出　すンをでま
　けつ允でて　 り絹し　るトもあし
　たて部洗居　ま縣て　部と溶りて
　の居分ひり　すの居　分云かまざ
　だりをまま　是練り　をふすすし
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プつまつをるす　 材’でiミ等うる云丁
チのして調ボる　料床ふがなかふ度　　　　　　　　　　　　　しイ間て居ベリの　たが家更物そ物家
ドにグりなぺに　る上がに屋れがを
中水リまけブは　アに出結根を約遊
にがシせれチ是　 ミ出來合の或十つ
は取ル庖ばイ非　ノ來る致や腱四て
無れグ此なドア　酸たかしうま位居
水まり虚らをミ　のり此まなで寄る
グしシにぬ取ノ　種致事し物組り材
りてンあのり酸　類しがてを立読料
シ互㊧りで出ま　はま非絹造てしの
ルにぐまあしで　制し常とつたてや　　ゆア結胤すりまに　つてに云た物絹う
ラ合詰のまし分　て家難ふとがをな
昌しぢはすて解　居にか鍮致ボ造物　　の　　　　つ　　ら
ンたぎ帥此そす　るなしがしりつで
㊧も9ち途れる　のらい出まぺてあ
ζのと絹巾が途　でなの來すブ居り毫で名ののど申　あいでるれチるま1

桑あつ中分んの　 りのあのば1のす爵りく．か解な物　までりでこドで勘｝
録・まるら成概Elj　すあまあれであち
゜すも取生類ち　が。りしIPがあり石匿゜のり物の二　組まてまポリま禾”j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

箆尚で田にポ三　立す下すりま実材＆ほあし就リの　 て窺手がぺすそ封
e絹りだきペア　 や今にどプEfjれと
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集演講臨科縣盤置

　　　σELリ　1　　　あ　　　　 t［7∫ξカ｛

　　．籠ぺ丈　　’りffl　　なあ
　　　ξ享1と季猛ミ難茎
　　馨葺t，：

島

　　　究ン1．　　　・　　　て
　　　　ノた　　　 ジ　　　結
　　　　　り三　　　　ン　　　　合
　　　　シつ　　　 ㊧‘　　　し
　　　　ルの　　　　 ぼ　　　　 だ

　　　　　。　　　　　　　　　　　　　ぐう
　　　　チア　　　 tl．　　　も
　．’　　ロミ　　　　甲　　　　の
　　　　　　　　　　　け　　　　　ジノ　　　　N　　　　で
　　’　　ン酸　　　 琶，　　　あ
　　　　㊧よ　　　器　　　り
　　　　・ぞり・　　　　碧　　　　ま
　　　　琶成　　　ξ　1　　す
　　　　　乳れ　　　含　　’　J
　　　　竃る　　 童　　次　　　　　甲・ポ　　　　　が　　　　 の

一3S8＿



　學　　　　イヒ　．　　糸糸　　　　宗昌

ユ伺出i蛋でりまi蛋工’・　　　，　ボ
ウほ來白あシし白ミ斯　　　　　リ尚
多斐唐警呈ζ董警，L芸日．；撃
筋にるはすヒt／k類フふ　　Vs　1　　チs
番警怨蕎響／ti昇髪f，．書．蔓　t，1

絹絹二す・・ご・kあ研絹e　rlt　すし
のの種普物§・り究の　　9　　。ま
盤盤碧碧髪署1要ic蹉sc　隷匙

凄≡蓉姦＄至夏；3琴　　攣よ
ぺZ．し位究大エル酸日　　　　あリ
ラプての併憂・ヒををは　　　　　P｝ン・
ヂル出異な侵・＋非判　　　・　ま筥
登2楚霞蛮壌‘吾讐3　　需琶
疑デもア此前・ヒィ、澤居　　　　　舅
受．業のミ蛋のオシ山ら　　　　　 幕

量岳麗虚憂黎f享警雰　　　量
旦昌のがは合グ三付で　　　　　翼
と島蚕結未成リ結けあ　　　　　準
tr’昊蜜倉竃髪裏叢季塾　　雲

一一 Vはてののグしとす　　　　　ふ
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算演講學科縣獄

逡迭ふま要に様りIII今す　れ　 つ

を絹こすと通でま來日多斯に　 の

持縣とるすぎあすまでくう他　
リ

つのはにるなりがしはの云の　 ン

た主構はだいま之て普アふアグ
禦馨禁毒舞毒憲轟碧慧3幽
あを判にとあ今うをア酸に酸　＼／＼
・なつ金思り日云造・を天が　自8
ましたがふまでふるノ人然結　1｝一；一・上かのすは風べ酸工絹合　8翁

木すまでま成る付付も成學る　が
博Jvlしあす致途けき合す的の　 明

士のてり3ζし巾た方成る構で　 か

のセも詣實まのらがすと造あ　 に

おル爾す際す窓果判る云とり　 存

話ロほ之是るのしらこふ云ま　 在

に1叉をがにゃてなとこふす　
し

依ズ非JL判はう家いがと物゜　て
り§常業るまながの出はに　　居
まi子な化にだ物出で來フ今　　 る

す斎面し致嶺余戸i來あるイ周　　 と

れ9倒てし程のるりのツ此　　
i表

ばはな脛まのやかまでシ範　　 ふ ・

一絹る濟し年うとすあヤ園　　 こ

千に問にて月な諏石りにし　　 と

九較題叶覧を物ふやま依か　　 を

買べだふ此婁がこ瓦すつ判　　 磯

二まら様アし出ととがてっ　　 見

　　　　　　　　　り十すうにミ且來が云併成て　　 い

五ると絹ノつる判ふな功居　　 た

鋲と思を酸偉位つ物がさら　　 し

即飴ひ合をいがてはられぬ　　 て

ち程ま域合化判居知アての居今簡すす成畢つららミ居で　　
り

年箪彼るい労てぬれノりあ　　 ま

慢なのとたを居とて酸まりす表樽人云し必る同居が亥ま　　 老’
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穣　化　縣　絹

　ふらすび絹日　 るあ態簡同しE　　　　　　のし今ゲ縣何ぞとりを環じてれ
　でい日ルの等こ云ま愛できセた
　あ方色に執かでふすへあ物ルシ
　　り面々直つの絹こ夫まりでロヨ
　まを経して方のとれしまあ1ル
第　す展濟て居法人嫉でてするズガ

章　全や其にうっ合なまでが糖し§
　くう他すな頂成がすあらがてuXq
液否急羅護墾芸畠奮重詫馨讐孟
状能ひ會云を人ふほ天ルさ結と式

固Nば柄をたの4ののを人居とま

　らふてけて選企ら難直i造あまの
　れ風次れ帥つてうなしるりす式
　なな第ばちてるとる更こまアに
　い研に他絹見こ考構にとすミ依　　　　　　　　　　　　　■　の究行にをやとへ逡叉もそノリ
　でも詰途ゾうはちをゲ出れ酸ま
　あ叉つはルと出れなル來でにし
　　り非てなの思衆るしにます較て
　ま常行い1伏ぴなのて戻せかべも
　すにきだ態まいで居しんらま葡　　゜必まらにすのあるて；E’絹す萄
　　要すう憂れでり物人れにと糖
　　な醗と　へばあ　ま　を造で較非が　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　こ綜思まどりす人絹セベ常四　　　　　　　　　o　　と業ふしうま　工綜ルまにっ
　　だにのてしす　的をロす簡結　　　　　　の　　　　　　　ロ　　ら劃で之てそ　 に造1と蹴び
　　　うしあをもこ　合るズ非な付
　　とてり叉人で　 成のの常而き
　　思新ま再造今　 すで欺にもま
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　　　　　　　　　　　集演講學科縣慧
とし形膿す凝てツのり絹はにまで
云竃成フ酵岡居プ絹得は五はすあ絹
ふ斯Vbヰ素すり氏がる全乃違琵り懸
事うたブがるま腺如のく至つ液まは
茎至妻穿讐高1費穏£舞実凄磐｛・禦
張二二すノまじれ嘗しりい1り絹れ、知
Lつも1しゃのαqてまたセまとがの此ののゲてう反ぎ圃すしンせas　xe通
愛物帥ン凝な謝8腿併ま1・ん艦にり
化禦ち魯固歌読かになせ位喉の依獄
はがフg．す態もら愛がんの化絹つ燧
一存ヰ書・るとあ分るら碕食墨のて申
種在ブ韓の言り泌か固又鞭的間吐に
の致・Eでつまさtc髄液ののにきあ
酵しイとあて9’1れ付の歌溶性は出り
＊まζ云り居EPまて方絹液質著さま
のしZ’ふまりちすにはの或はしれす
作竃フ物亥ま液る古全方は少きま時
用填スを絹す歌液凍くは淡し化すは
でがチ想綜1血絹に色水水酸く學と液
あ攣ツ像の液の依kにに曹違上ゲ腿
る化クい揚の固つな溶よ蓬つのルで
主致黛た合凝化竃研けくのて違のあ
as」9しも固は凝究る分溶届ひ歌り
ふそE’ま矢は一一固がこ布液りは態ま
詮し覧し張ス種しあといにまな帥す
をて愚雪り・のてりはたよtいち師
述固雅そ同ン凝固まなしく例の固ち’
べ磯9う様ビ圃艘すいま溶へでまゾ
てのとasでン作に或のし解てあつル
馨孟蒙窃鎗葛嬰毫讐£養｛巴墓姦最
人ブもと雪霞あと億り意します態態
も゜のも一喜つ云液まのます花にを
あイをう種）てふ状す濃すれ墨愛なリ　　ン　假　一　　の　　と　丁　　こ　絹　然　慶　所　　ぱ　的　　る　’し

ま・が定つ絹名度とはらのが液組のて
咳出致絹縣付血をフば液・圃罷成で居
樹i來し縣のけ液申ヰ液に鯉ののある
ほるまを原まがし、リ髄なの絹上りの

　　　　　　　Pt－－392一



雛　化　懸　絹

一にニヰ大　ましりり云凝を陰蹄近
な見つブ膿・1二究臓ままふ圃持電し年
物えのロフ塚か粒すすごはっ性たに
質ま相イオ・博く子のこと前てののな
ですかンア士引がVS，とをの居コでり
あがらをのは張一一一鍮に君ヂリnあま
り乏成含読フる定が依つユまイリし
まを立まにオ爲の之つてボ究ドま一く
す特つな賛アめ方をて居ア其EP究フ
・J；殊てい成氏に向吐促り8凝ち同オ
さの居所しの凝にtli幾ま年固膠氏ア
い顯るのて實固並しさす9は質の卑
粒微物或居瞼致びませ此氏塞物論ε
子鏡で毬らをしましる凝の氣質に氏
が装あのれ更まし窯物固読ので依は
澤置b液まにすて之ではの作あb以山郎ま彊す繰か其をあ酸如用りま上
にちしと疹返ら爲引るのく叉ますの
・寄限て主しさ是に張と存酵はしれ論
つ外暫とてれを膠り云雀素少てばと
て濾通し次ま牽歌まふ伺のし多フ異
此過見てのし引質すこ叉働位少ヰり
粒装たフ様で凝が爲と加き乾粘プ液
子麗所ヰな央固形めを熱でか着ロ状
が顯でブこ張とをに嘗すはし性イ絹
繊微はロとり名攣膠つるなたをンの
維鏡均イをフ付へ歌てこくの持は瞬
歌を一ン述オけま質居ζ叉でつ其化
に以なのベアてしのり氷石はて水を
並てる粒ての居で粒ま結mme居溶以
ん槍組子居読リゲ子究さのらる液て
で査織をりがまルに帥ぜ存ぬ凝に膠
出いを含ま正すに一ちる在の固於質
家た持んすし゜な穣液こにで物き物
でしつでeliい　覧の艘ともあにまの
居また居ち物　帥刺絹機關りなし状
るす物一S液で　ち難が’i械係まりて態
のる質ま膿あ　凝を固的しす易はの
でとのす絹る　固與腿にな樹い一鍵
あJilや所はと　 致へに引いほ性i種化
り均うとフ』　 し・ま麺張と其質のに

　　　　　　　＿393一



集演講學科融鎧

　で三ま　 し氏彼力故びの液り酸んま
　あeし例竃はのに繊ま形釈ま性とす　りのてへ分絹ラに維すに絹し物す翼
　ま様圃ぱ子懸ウ非のかなが双翼る粒
　すにに次の腺ヂ常方らる固液そ傾子　゜な於の位か1に向非物釈欣れきは
　　るけ様概らネ抵に常で絹絹かを陰
　　事ゑ，なのL条抗働にあにはら持電
’　　も．［．事憂て冨がく細る攣内加つ性
　　考wが換液鼠弱力いとり部黙てを
　　へ水想が艦P，くに無云ま摩氷居帯
　　ら素像超の毘容は数ふす擦結りび
　　れのせり絹と易非のこのを等まて
　　る位らま縣云に常繊とは檜にし居
　　の置るしがふ裂に維を勃加依てり
　　でがSτ1止現け抵か述灘いり冥ま
　　あ移の凝き象で抗らべ上たま凝す
　　b動で固出を小性成てのしL圃妬
　　ましあをさ呈繊がつ居i墜でては液・
　　需まb促れす維張てら化圃促引歌
　　　しますてるとい居れでま進張の
　　de　11すも固原なのるまあP，さる絹
　　ほこ絹の艦因るでとすb絡れこは
　　奥ののでにとのあ云かまにると不
　　ε様組は愛なでりふくしゲも座安
　　にに成なるるあまや液てルの縮定
　　於な中い場のりすう膿塵のですの
　　けりにか合でまカ1な絹擦状あるltk
　　る更存とにあす之状のの態抄こ態
　　様に在云はり夷を態粒爲にまとに
　　な他ぜふ化まれ直を子になす酷あ
　　愛のるこ學すで角Sは凝るEfi酸り
　　化水ビと的術あのす引固のちとま
　　も舅ミペを構アリ方る張がでさかし
　　想のラ冒造プま向課ら起あう無て
　　像位ヂつ上デすにでれりり云水荷
　　さ置ンてにニルか引あたままふ炭時
　　れが環居攣ハらきり方しす刺酸も
　得攣にり化ル是まま向て夷攣典凝
　1丞態欝斐慈；秦著葵霊灘警援砦竪

　　　　　　　一一394一



學　イヒ　縣　納　　　　　　　　　　　　　・

研ま　　　　 で

究し糸爵　　　　は警芝
すて綜　　　な艘
るデの　　 V・絹
方ミ化　　　　かが　　（ハ）　　　（イ）

彗講第螺叩　／・・－C野
あに組第幽』　つに　C－CH2　N］E［　Nli【
りま威＿　ハ　て塗　／　　XX　＼　　／
手躍節章麗㌔ノCEI’－G°
嚢髪鷺9絹季痔　。h
全しは加綜　゜《
加て大水の　 斯　（昌）　　（°）

箋歪複組｛Nぞ夢H＼ヲH
垂じが　成　元C＝＝C　CH3－CO
加たあ　研　素El［oh

解ミす　法　合
とノ共　　　　歌
申酸一　　　 態

しをつ　　　　の
ま分の　　　　憂
す離方　　　　化
乏い法’　　　が
をたは　　　　起
行し絹　　　　り
ひま孫　　　　ま
ましを　　　　 し

すて分　　　　 て

に其解　 ・　　固
な組v・　　　　ま
通成た　　　　　る
常をし　　　　の
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・　　　　　　　　　　　　　　　集演講學科縣翼

　　　　　　圖一十第
1㌧一　　　，　　　tt，　　　　　　　ew－，噛
i　　　’　　　　　　．　　　　　　　．
i　．　　　　tt．　　　　　　1
　　　　　　　　　g　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　雪　i

　　　　　　　　（b｝　　　　　（a）

部アつ行ま（・）私ま蒸しルm煮ン沸燈
をルけぴしなのす’ ｭてとス沸トい酸

をいcb）合熱スで一置工け、攣まをすま
用たのにし・考置．はスrk．“す使或し
ひし装はて中案　 此テしる泰用はてまま置此蒸vaし　庭ルでの・くしkt絹
しすはPt溜アま　にをエでし＋酸綜
てるi蒸にすミし　示i蒸スあて六のを
非装溜もるノた　し溜テb生時代六
常置しうの酸装　ますルまじ聞り時
にでた一でエ置　 しるにすた乃に闇冷あア．つあスで　たの攣Etiる至二乃
却bミ冷りテあ　通でへちアニ＋至
しまノ却まルリ　りあまアミ＋五八　，
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ヒ學　化　綜　絹

晶　　　　　　　　りにてテまり一して
法か　　　　　　ま蒸外ルすま番て置
にく第第第第蒸す溜温が然す先外く

てれ　　　　　　　　．テ百のは濫て六ま
各ま　　　　　　ル八で温度來十す

るミ八〇〇〇温　 るにすくま其徐強
のノ000塵度　のし坂しすmk力霧・磐蓬鑑塁趨　£霧．譲嚢糞量奮
り　ス　　　　　　　　　り　を内黒！fでルげ溝
まテ　　　　　　ま著部迄・一がるン
すル　　　　　 すしの上度悉のプ
oは　　　　・　°く歴げ蒸くでを
　是OO十＋座　以低力ま溜蒸あ朋

　加　　　　・・　　揚て暦更止てすし
　水　　　　　　合蒸低にし絡そて
　分　　　　　　に溜く蒸まひう内　解髪芽享ζ　　於すし溜しまし部
　致パニシリ’コ，蒸　 けるてをてすまを
　しラルンンコ　　るの蒸績蒸とす低

　後セ’ンKニス　　果ま後さしラ鮎る
τY？」遁テ婆蕎貧蝦2．

　）ζ　野ζル　表う油るスにいあ
　酸ン　ンリ　　のし煎とテ挿工り　を酸　　ン　　通てを他ル入スま
　分　　　　　　　り前使のをしテ実
　別　　　　　　　．での用工取てル．か
　結　　 ，　　　あ様しスリあはく
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集演講・撃科綜翼

がをクもた分得三此さ　 しに
あ取・のし解ら日法せ家て到此
りリロをましれ間はなの調る方
ま出永以してま位普い例べま法
せすルてて出す・放通ででるでは
んのム之ボ來そ櫨七屋巾法完先
共でエをりたこし十根しで企程場あ1浸ペボでてパとまあに申　第
合りテ出プリ今置1かすり分上　＝
々ま・ヒいチペ度きセ窓b，ま解げ　節
々究薄た1プはまンと全すさま
に此いしドチ水すト云部かせし　不
依方堕まを1酸さ位ふにらなた　，ま、

し非を他す混リるいでて不其ボ　加
て常翔のる合ウと硫壊仕完途リ　水
適にひ揚の液ム絹酸し舞全中ぺ分
賞熟ま合でがをがをてふ分まブ　解
劣製隠勲盆厩認雰↑・法
法要浸ソまるまbまをとと解ド
をす出ヂすSしたす取か名さを
講るしウ或のてし此り・石付せ分
すの斯ム揚で硫ま硫出とけま解
るでのと合あ酸し酸し云まし致
のあ如アにりをてをてふすてすで　り　く　ル　は　ま　完　非　加　興　材・°　ボ　法

あましコメす全常へ組料　リで　　　　　’りして1チ夫ににま成に　 べあ
まて結ル1れ除粘しをな　 プリ
　　す未晶をルをき着て研リ　 チま
゜だ性用ア色ま性熱究ま　 1す
　一のぴル々すのせすす　 ド帥
　　　　　　’　定ポまコなさど3h・るが　 とち
　　　　　　　　　　む　のりし1方うろにの此　 し絹
　彗♪透さ馨葱ぐ鑑霧馨婁隼
　たチ元や塵とのにりで　取ミ
　方1しう理絹液てま破　 リノ
　法ド鋒ないのが約す壌　　出酸

一ε98一



學　化　練　絢　　　　　　　　　　　　・・

で＿ン　　 幽　で溜るつ　取
あ窪ドか　　　あ物のて是り堕
り葛1く　　　りをで居は田二
まE．ルし　　　ま集ある去しの
す霧qて酸絹赤すめり方年其方

のらキ歌力　溜　是しり距にし 三

表れノ物リク液　れまま米よ崇　節
にteリ質に　　　をす亥利りし

りり島致な　　　るがv・のζ　法
でま量しる　　　の分トン物乾
あ・e：等ま瓦　　　 で解ルソ質溜
り是がし斯　　　 あしトンがす
ま等得た状　　　　りrのq如る
すのら結物　　　ま其中§何法
゜物れ果質　　　す分に巴なで
　質瓦ジ　　　゜　今解絹9るあ
　は斯工　　　　同生を及もり
　何のノ　　　　　　氏成入ダのま
　れ方！　　　　の物れシで亥
　ものル　　　　行がまヤあ帥　ア物G：璽璽　ぴ一しブるち
　ミ質ぎハ　秀　ま方置スか加
　ノの巳　　　　しに歴キを熱　　　　　酸　申　：　　　　　　　た　出’カ　1　決　し

　がに2r　　　　　結てをG定て
　分はフ　　　　果來減霧す絹　解Ptll・1ク　　　　をるじ曇るを
　老磐隻　　養零嘉量4．器
　Hlブ1　　　　まあ熱とあし
　峯二食　　1茎茎至皇葦
　護IJ篁　　密髭藩余ll霧
　の酸イ　　　　様乾すや．　を
　　　　　　＿399一



　　　　　　　　　　　集演講學’科縣獄
ドキ　　　　　 まりてし
Sノ夫　　　　しト居て邸’
喜リ故L　　　たりらフち
田　ンに　’　　　　通プなエ熱

覆；窪↓Pt倉蕊詮鋸き，

エフぬ　　　　』　　古ドの　I
qエと　　・　　’谷1中ル
ノヒ昌ジ塔　　　　　先ルにを
フノIllへ　　　　　生はは生’
ロブら　　　　　の次チじ　　／’
ビロれ　　　　　御ぎロ是
オビま　　　　　話にジれ
とオ」﨟@　、　　 中示ンが　　　　 ．

＝ン @　　　　　　　にしが夏
トア次　　　　　もま存に
リマぎ　　　　　有す在分
ルイに　　　　　　り通しチ照

　　　　　　一400－一一＿



’騨　化　縣　絹

　　　　　　　　　　　　ff’寧　　　　　・　　　　　　”・。一’嘗

量畠一舞／ ﾊ1＼箏1：1馨ぎ書
　　　　㌣　量＼8一霞》く難｝

　　　　》　↓　　　　　　た結

　　　1：19〈一一＞lla”／l

　　　　　　　劇　　す・

　　　　　　　e・　　鮮　
ト

　　　　　　　　戊　　○　　リ
　　　　　　　　ま斗　　　　　　　　　　　　　ノレ　　　　　　　　爬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y　　　　　Ω　　　　　　　　4　　　　昌　　　　　　　　あ　　　　　　　　pa　　　　　　．　囑　　　　i三
　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　鐘
　　　　　　　　　　　　　匙

鯛一在01一



集演fiUl’IFt．學科縣銀

　　　違　繊　、　　　の　 存あで
　　　つ天維野　　　 方斯在りあ夫
　　　て獄に獄　　　 法のしまり故
　　　居に含縣　　　 が如てすまに
次水　 り於まは　　　 行く居かすキ
　　　まきれ大　　　はしるら爾ノ
　　　すまて膿　　第　れまと酷ほリ
　　　嚢老讐蕎蟹七凄≒聲獲護K，
分分

　　　肇㌻寒撃野野£壬撃劉奮
　・　表シが工翻慧　りつるン・謂
四　　にン飴斐綜練　まて事酸ルふ

O　　のてあア性　　 はをで嚢ロに
　　　様居りル質　　　完研あふぜフ
　　　でりま力　　　　全究り察オエ
　　安あますリ　　　分すまよンニ
　＿東りす゜に　　　解るすり酸ル

　　　　に　抵　　　 行出　 にnン
　　　　於　 抗　　　　は來　 はンが
　　　　き　性　　　れる　グが有
　　鵬　ま　が　　　 まの　 リ分る
　＿冠　 し　張　　　 すで　 コ解と

三七翻　共　で　　　　　ま　及と誰
　　　　性あ　　すア出豫　　　　質　 り　　　　　今　 ラ5｛ぐに

　　　　が　 ま　　　　　ロ　　mるな
　　　　大　 す　　　　　三　 ンのる
　　　　　　，　　　　分　省　　　　つ　がでの

一402一



學　化　綜　絹

　　すり窒著
　　o　　　ま素し以　　　　　　 尚

　　　すがく上　　　　　　　ほ　　　　　　　術著多の　　　　　　 種

水淡　 ほし量結ダモプア濃　 々工全
　　　瓢解重郵金罐毅窒

　　　髪ζ讐蓋素素素素素嶺
　　　野ノもば　　　　　　　に
　　　欝態の天　　　　　　就　　　糸昌　　窒　　力｛　）i；乍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　に素あ獄　　　　　　天て
　　　馨薯呈肇蔦ミQq萎ec羅零

　　　元少ほは　　　　　　　れ
　　　素・量又水　　　　　　 た

　四　的で窒分　　　　　 る

六七　組あ素は　　　　　　結
：二　 成るの家　 ＿　　 ＿　 果　

繍

三八　を事形鷲二三〇〇八　 を〇六
　％翼簑磐曹留望tit霊満響量究
　　　ま翻1方大　　　　　　洲れ
　　　し絹に略　　　　 産ば
　　　繕縞欝標　　 柞゜

　　　果類まで　＿　　＿難様　一
　　　は似しあ三二〇〇六繭で八
　　　次してり誠P毒西盆d　あ　西
　　　のてモま七〇一三四　　　　　　　　　　　　　り1四　　　様居ノす　　　　　　 ま

　　　でるアが　　　　　　　す
　　　あ庭ミ炭　　　　　

゜

　　　りでノ分
　　　まあ態は

一一 S03－一



集演講學科縣慮

　　　　　に二　しす　 は十
　　　　此似そて此石非扁次家
　　　　結てれ塘順次常％に鱈
　　　　果居か七序はにに柞綜
石加　　 をり・ら位は家多及獄と酸窒
　　　　綜ま硫で家鷲いん綜は
次璽第危事勤馨霧゜鞍省
gぢ　十まロはまに合　り分く
OO　凶す1大す似に　ま帥異素i素　　　Pt　　　　　　　　　　　　

．

　　　　とル腱柞ては　すちり　　　表次ti家羅居一　是無て
　　　　の八穰懸り番　 は機居
　　　　様九にでま多　家成り
　　　　で％似はs；い　　獄分ま
　　　　あ跨て第硅の　綜はす
　　　　り土居四酸で　 に如゜
　　　　ま；り番はあ　較何
　　　　す五ま目九り　ぺな　　　　゜六す’位ゼま　　まる
　　　　　％八に九す　 す物

三一一　　　家％てがが　　第る　九六

　　　　　場ます揚に　位し
　　　　　合す゜合な　にま
　　　　　　じ　　　　　は次　 につ　 あす
　　．1　　少が　はて　るれ
　　　　　し燐　割居　 のば
　　　　　位酸　合り　でカii
　　　　　　　　　り　　　　　少双　に次　す里
　　　　　い六　少が・　がが　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　の九　い曹　そ劒
　　　　　で％　の蓮　れ合
　　　　　あ是　でで　がに
　　　　　りは　ああ　柞多
　　　　　ま家　 りり　獄く
　　　　　兎獄　 まま　 に三

一一一一　一　404一



學　化　縣　絹

　　　　　た
　　　　　る野
　　　　　結黛
　　　　　果線
ロアグア　 よも　　i馨苫ク燐硫硅曹
　＿リ　　リ家　　　　ロイフ Eミ
シニ Rノ @すの一〉尾自WCDL4属・ンル酸第露爵：5　tJ：°ρ梶
　　　　十次と
　　　三の同野
　　　蓑難馨
　　　　あ多　　　　　　　のx照野呈警丁
〇八七　　すア　ζ
！⊥⊥nc　°・ノ
七西四　　ノ酸

　　　　　疏及「碁・ミ八プ匹
　　　　　ξ蓋黙儲㍊嬰
　　一一．・，　　　の綜

〇三〇　　　でと
三一G登野　あの

dが繭　轟
　　　　　霧
　　　　　筆
　　　　　盈

一405－一



集演講學科綜餓

　ととが＝な　 グ

　云そ殖ン物家ル以
　ふれえがは獄タ上
　こにま殖野のミの
　と依すえ獄中ン結フチ1一ブセグァ
　もつるまので酸果エ　 キ　　 ルス

套麟玄繰骸季弓゜，づ
　にのPt品va質え醗ラジ”り　’ギ
　知品が質近のて綜畠　リ　　ンン
　ら質段がづ割居とンンンンン酸酸
　るを々段い合り較
　X大L悪々てにまべ
　の膿くに居不すま
　で判なより良゜す
　あ断つくまな　る
　りすてなする　 と

　ま　　る　　51G　　つ　　r爾　　tl勿　　　　　ク：　○　　－　　O　　O　　O　　O　　O

　　　　　　　　　，　　も　　ロ　　む　　し　　し　　し　すこまて叉塗　リ六四二二二六二　Qとす來i多例　 コlll九lil　　藤享蔽訟，・9q岨rR
　　來の疹結私　デ〇七三〇〇七五
　　ま結れ果の　ラ　　」’　　t「
　　す果とを實　 ＝
　　o　　カ、　　反　　上ヒ　　験　　　　　　　ン

　　叉ら封較に　が　　　　　・
　　野絹にし依　滅
．　　獄綜アてり．　つ〇三〇〇〇〇〇
　　潟iのス見ま　 て三バd二三西ハニ三
　　でアパます　居二六七一・七　六
　　あミラする　りlilllli
　　ゑ虚ず量毫寧：＃qqi］i四
　　諜鯵甥亥天茜翌至全双
　　練　を・ル　コ　化　　パ
　　で見タ　コ獄　　ラ
　　あまミルの　 ギ

　　　　　■　　るすンァや　 ン

　　かる酸ラう　酸
一一 S06＿



學　化　綜　絹

ヰイリたブ　　　と申で
ブンセやロ先　　 思しあ絹
ロのりうイづ　　ふまり懸
イ方シなン繭　　のすま化
’ンはン状のの　　でにし墨

｛をまあが話上　　で亘嚢解　縣

取あ・・i乏いて見　・k一上研學

壷講墨違5娑静響甚睾
のにンしヰす　　　付あと
連よがまプ゜　　　いりし
綾り湯すP繭　　　てまて
してにるイは　　　のす繰

　　　　　　　　　　　だセ溶とン繭　　　 み此懸
侵りけ前の読　　　今繰の
いシてに繊致　　　日懸方
繊ン滲も維し　　　おのに
維をり申がま　　　話方關
が一ま上互し　　　し面し
取部すげにだ　　　申にた　　　ロれ溶フま膠通　　　　　上開こ
る解ヰし着り　　　 げ係と

　　　　　　，のしプたさフ　　　海しの
でプロ通れヰ　　　いてみ

・一・一一・　407一
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集演講學科綜獄

ば　 うるの々從し　 りで容　 なしあ
そ繭とこ溶にひ．い古まあ易之る易り
れ暦武とけ溶まの谷すりににのくま
にをふが方けしで先るま分反でなす
依湯間出をててあ生にすれしあPl，碧
つで題來大行セbのは從難てり從し
てPktにる騰くりまおぜつくセまつ此
も理到の知とシす話りてなりすて揚
セい達でりXンカミrcシ綜るシ　゜繊合
りたすあまふが繰なンをのン　　維va
シ」るりすご少縣りが巻でが　がセ
ン然のまれとしのま適きあ非　互り
のるですばが宛場し當取り常　 にシ
溶後あ然ぞ解溶合たにるまに　髄ン
けにりられ好解に精溶のす溶　 れが
ま豊まばににし於練けにぞ解　合非
し繭需何依最てきのて困れし　ぴ常
た摩　 につも行ま場行難で難　 まに
量を　 よて必くし合くを之く　 し早
を取　　っ共要8，てにと感を漆　てく
大り　．・て繭な諏は於云す巷か　乏溶
羅肇雰姦忌奮藍嚢倉卑叢く霧宴
測ま　 シ綜だととしとうり溶　 きす
すし　yhと、が趣てがにまけ　取る
る霊　のた思大きに綬なしな　Dk
こ其　溶しふ切がセもるてい　てジ
と繭　解まのな逮り大の縣場　縣ヰが　暦　　　　度　す　で　こ’つ　シ　切　で、を　合　　　’に　ブ

出の　を揚あとてンなあ遊に　すロ
來重」　決合りだ居がるりりは　 るイ
ま量　　定rcまとり容Ptままフ　　のン
すの　 し共す思ま易件すす、ヰ　 がの
併撮　 た解ぞふしにで？場ブ　困繊
乍失　　な傍eのて溶あご合・　難維
らを　 らをでで懸けりでにイ　をは
此計　　ぱ大此あがてま懸切ン　感非
法り　宜艦セり繰滲すを國1の　す常
はま　 し推りまれれ゜霧す繊　 るに
容す　 か測シするば　 きる維　 様分
易れ　 らすン疫に宜　取のが　 に離

　　　　　　一403一



藁t’t化　縣　絹

のダ　 とてセ　た窒考ま　 こ溶そに
窒！窒が壱リそ通素へしセでけれ見
素の素容れシこりをるたリ不まのえ
は法の易にンで非含の場シ正亥みて
硫を定に依の實常んで合ン確そな實
酸使壷且つ窒際にであにはなこら際
ア用はつて素上少居り溶窒ffですに
ンす割精溶とにいるまけ素がそセば
モる合確け断於の物すてを得れリ随
mのににま定きでが友参約らかシ分
ヤで簡出ししまああ分り十れらン測
態あ翠來たてしりりりま八る得が定
にりにるるもてまま中すパ謙た溶の
礎ましの所大はすすに所1で所け面
りすてでのし繭n3iるはのセあのる倒
ま2Jj且あセた暦すが勿窒ンり便とな
すちつリリ違をか是論i素トまは同方
乏セ精まシひ湯らは窒はもすセ様法　　　　　　　　　　し　　　　oれり確すンはで其極素主持　 りにiで
にシに゜のな薩窒少をとつ　シ繭あ
アン出　量い理素量含して　ンにり
ルの來　をのいはでんて居　の附ま
力溶得　 現でた鹸あだセる　量着亥
リ液る　はあしりり物リ窒　のい又
ををの　 しりま考まはシ素　みた測
鞘硫で　ままし慮亥一ンの　≧し定
過酸あ　すすたす且つの化　・lgてに
剰でり　れ老場るつも窒合　す居随
に分ま　ばこ合に色な素物　．譲iり分
　　　　ロ加解す　セでに足素いとで　にま時．
へい一ニ　リ此はらのf，S兇あ　行す間
てた般　シ窒其ぬ量殴てり　かるが
蒸しに　 ン’ot”湯のは色差ま　な色か
溜ま用　　のをので前素支す　い素s
いすひ　溶測中あののへそ　の鷺る
たれら　解定のり表申なご　で類の
しばれ　度い窒までにいで　あ等で
まゼま　 をた素す示もだ繭　 りがあ
すりす　示しを゜し少ら暦　ま一り
とシガ　 すま以　ましうを　す緒ま
硫ンル　eし実　しはと煮　老に亥
　　　　　　＿400一



集演講墨科綜慧

圖二十第

　　　゜灘…灘難叢難1鰹｛麺

　　　羅議繊灘一鎌灘～雛難

解二ののたあら云ンすま方ればじン　　　　　　　　　■　　　　　　　，　　　　　　　
ロ　

し十で時しりぱふのそし法るそまモ
ま分あ間まま如こ溶こてはのれす昌
す位りはしす何と解でも割でか其ヤ
るのま繭て製にに量私比合あらアは
所も亥に後綜し致をは較にりのン分
のあ二依繰はてし決窒的技ま計モ解
窒り分つ孫御此ため素に術す算昌い
素ま三てを承法のるを正を゜にヤた
のす分違す知をでと測確要　依のし
量そかふるの憲あ云定にし　つ量ま
をこらのの通用りふい出ま　てをし
測で十ででりすま方た來せ　容測て
定是四ああ最るす法し得ん　易定アい等五・るり初かJをまるの　にいン
たの分がまにと　探しので　窒たモ
し時位大し煮云　用てで誰　素し二ま聞稀艦雪繭ふ　すぜあが　がまヤ
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累　化　綜　網

ま．る　．定あに　 て物頃間た　 緑　 ず

すパか時り一其共はで及の普のそれ゜1く閥ま定裟丙五は二で通場れば
　セし煮すに置に分二縛あ一合か煮
　ンて沸繭保は溶聞昧聞り升にら繭　　　　　　じ　　　　　　　，　テ得し、謄つ煮け或闇とま位ど少の
　】またを様沸る物を個すののし場
　ヂし後加にい窒は除kそ繭位く合
　をた直へした素十き別とをの長に
　以窒ちま供しの分ま々て繰窒い溶
　て素にす試ま量問しに私綜素時け
　窒を濾繭繭すを三て繭はいが閏ま
’素使過にの間測十一・・i暦實た溶例す
　の用し豫量に定分時を験しけへ所
　量いまめは液い聞間蒸上まるばの
　をたず蒸繭のた一で溜操すか一セ’
　現しそ溜癬容し時切水作揚と時リ
　はまし水一積た聞るをの合云問ツ
　すしてを瓦がのとと以上はふ位ン
　のた共煮加礎で云とてに一このの
　で繭濾沸へらあふに煮便時と間量幽
　あ暦液しまなり様致沸利間がのは
　）ののてすいまにししの以測溶測
　ま無窒置蒸やす一ま竃爲内定解定
　亥水素き溜う゜定し溶めに出窒出
　併量のま水に　量で解にな來素來
　しで量すの冷　 のEl］性最るま量sる
　て割をそ量却　蒸ち窒初のすをの　此り計しは装　溜一一素はで゜測で
　結まるて二置　 水定．を五あ　 定あ
　果しの其百を　 を量測分b　いり
　をてで巾立附　加の定間ま　たま
　次繭あに方け　へ繭し十す　 し宅
　の騰り繭セま　て騰て分か　ま
　様のま騒ンし　煮を居聞ら　す
　に無すをチて　 沸諏リゴ此　 れ

　圃水゜直メ其　いりま＋時　嘆
　に量　 にヨ容　 た別し分間　 今

　表に　入1・積’し々た間を　度
　　　　　　　　　　　■　は甥　 れルを　 まにが一と　 は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　しす　一tで’常　 し或近卜時つ　繰
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集演請i學科i綜鍛

圖竃十第溶

解
度

3

2

1

・5，・・　t－一’噌　3・分　　㌔葡時聞・輔

’繭に素素の　 あ五づ分線各る致し．
が行がの時夫リパ1闇が黙溶して方
溶き飴溶間れま1セに縄を解ま横［1艮
け是計解繭ですセン○ら連窒し線紙難た溶すをあ　゜ント鉦れ結素て上を　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

い反解る腱り第ト三パましの是に取時’

ｷし割理ま十窒十1すまパ等煮り換るま合いす三素分セ゜す1の沸縦
言：場すをたか岡が聞ンEllとセ求し線　　　　　　　　　　す合れ示しら　溶にトち此ンめま上
れにぱすま得　解二窒此圏テましに
ばは此もしら　しバ素のに1しだ窒　　　　　　　　　　　　　　の共下曲のたれ　7e　1は岡あヂた時素
セ方線で時ま　る・lf溶にりを所聞の
りにはあにし　事ン解於ま現のを溶
シ降次り共た　を1・しきすは各取解
ンリ第ま繭ittl　表一・十ま通し時り量
幕享く碁梁讐孚鷺禽健奮健享叢

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

けEIJにしの一　 のににはのた於さり
難ち上窒窒定　でニー五曲るけうま
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學　　　　　イヒ　　　　　宗系』　　　着i月

　　　解い的く　うな一來のた　 葡のい
　　共蕾かにな勿云つ晶るでのかがで場
　　二をと繭る論ふて種とあでく良あ合
　　三測考のこ是繭居で云りあ此卿．りに
　　を定へ解とははる試ふまりのなまは
　　學しら鍔も興『矢や験やしま曲れす曲
　　げてれをあ繭張うしう霊す線ばか線
　　て見る測るをりにてな例勿は此らは
　　見まの定の繰曲實見こへ論繭曲此下
　　ましでしでる線験まとば繭の線曲降
　　すたあやあ人がのすが繊の解は線す　　る ゜りうりの下範るあ維解僻上はる
　　と　 まとま技方園とりが｛腎に位結の
　　　　　　　　　　じ　　次　究思亥1雨に内繊ま太は密に局で
　　の　　ひ術に位で維すいセ接來繭あ
　　様　そまほもすはがが爲りなりのり　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　

’

　　で「れす叉依る思非併めシる悪解ま
　　あ　でれそるのは常しにン關け傍す　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　り　私ぱれのでるにさセの係れのセ
　　ま　 は斯とであS小うリ溶がぱ如リ
　　す　此様反ありのと暑シ解あ下何シ　　゜　方な蜀りまでなふン度りにをン
　　　　法方のますある揚がのま行示の
　　　　を法現し゜り場合割みすくす溶
　　　　用に象て　ま合は合にかのと解
　　　　ぴ依も技　すに飴に依らで云度
　　　　まれ趨術　 夫はり溶つ私あふは
　　　　しばりが　故セ多解てはりこ繭
　　　　て：重余得拙　 にりくし決是まとの
　　　　色程る劣　ILkシな難定れすに解
　　　　k本のな　 曲ンいくさを゜な｛野
　　　　な當でれ　線ののあれ繭　．るに
　　　　る　にあば　　で’溶で　り　ぬの　　の密
　　　　場近り良　現解あま場解　で，接
　　　　合いまい　は度りし合傍　あな
　　　　に物す繭’しもまては曲　 りる
　　　　於が俳も　ま矢しも幾線　ま關
，　　　け出乍解　す張て繰らと　す係　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　・　　　るやら傍　 れり實綜も名　 良Pが

　　　　繭し化が　 ば悪際があ付　 ちあ
　　　　のな學悪　さく同出るけ　解る
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集演講學科縣霞

　　　　　　圖四十第
斯・　　　　　飼育法と繭雇乃溶解庇雌捷　　　　第
く　り　　　　　　桑葉・…鼠返　　　獄・…大草　　　　　　　一

七條
て桑
得
た

る

繭　　％
の

繭

に

就
き

て

解　　1

曲

線
を

求

め

・ま

し　　・…　3・　・時間1　　1ie’「”’育乾

た　　　　　　　　　　し繭
魔　　　　　　　　す用で如ま　と
次　第り第り第り第2ひあ何し　の
些　四僚三條二全一第次りなた關

通　 三　 三　 三　 三瞳！匠品化に・
り　 齢’ @齢　 齢　 齢）を極あ其
　　　　　　　　サで　 ま　 ま　 ま　 ま　 設はる繭
り　　　　　坐IJ　　　　坐耳　　　　全　　　　　坐哩　　　　た　　草　　を　　f｛犀

ま　 芽　 桑　 芽　 桑　 の桑實｛腎
す　第　第　第　第　では験曲〇

　　四四四四あ鼠し線　　齢齢齢齢り返た上　　よ　よ　 よ　よ　まをのに

　　　　　　例
　　　　　2　と
　　　　　1　し
　　　　　　て、　　　　3同第
　　　　　　　　　　

ロヲ

　　　　ー一一奮蛋

　　　　　　ロ　　　　　　ロロ　　　　N　　　　　　種解
・三纐桑・齢・麟藁欝

2”登芽”條桑の線
3”懸”條桑 Eと
4”翻撃”條桑法飼

　　　　　　を育
　　　　　　攣上
　　　　　　へ籏
　　　　　　て及　　　，．．n　　　飼
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墨　化　綜　銀

　　ま來あ　　　なの獲§是　次すか得り乾　　　　　るi次如際れ
　のくるま燥　・　鍵にく此に　岡　 し限す旺第第第第第化は給各よ
　に　て砂又に五四三ニーを上桑匿り
　於　 得漁漁於麗匝置匝1旺i來籏ののま
　き　ま潤澗き　　　　　すに法繭す
　ま　しに匠ま前前漁乾標も際ををれ’
　　し　たしにし漁乾潤燥準のし’攣繰ば
　τ　繭た於て後後砥匠asでて化綜癬
　普　 ののきは乾漁　　　あ腫しし欝
　通　繭でまア匝匿　　　る々でて曲
．　の　暦あしド　　　　　かな飼見線
　歌　にりてソ第上漁漁漁をる育まは
　態　 就まは1四籏度度度實歌をし互
　に　 きす上ル匝申八五七験態致てに
　置　て゜籏をと最〇三〇しのしも接
　き　解　 箱使全初il lた許ま殆近
　ま　好　の用くの＿　　のにしんし
　し　曲　申致反三〇六八で螢てどて
　た　 線　 にし勤日〇七〇あ繭も同居
　　もを水まには％％％りせ角皐様り
　の　 求　 をし爲乾温温温まし研でま
　帥　め　入てし燥度度度すめの有し
　ち　て　れ出k麗六六六即ま上りて
　標見周來るに＿ニーちしにま飴　準　 ま　園得も置lili次てはしり
　獲　す・　にるのき七八七の其飴て差
　の　　4　は丈　後九一九諸」Vtり差異
　繭　十　濡け　は度度度蔑態差がは
　の　　五　　れ水　　漁　　　i荘をにを無薯
　解　圓　た分　潤　　民設よ生いし
　岱　 に　るを　厩　　｝けりじのく
　曲　　示　　布吸　　に　　　　たてなで無
　線　 し　 を牧　置　　　 の解いあい
　は　 た　 懸せ　 き　　　 で野のりの
　黙　通　けし　た　　　あのでまで
　線　 り　まめ　る　　　り上有す有

まにり帥り
す如まちま

　記　 り　出で　　　　　 ゜何す此院
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　　　　　　　　　　　集瀧講學科縣獄
　　　　　　　　　　一　よ　　　 圖5＋第　　　 線し　り　　　上働の撫と繭の溶鮫　　　　はて

震・
　　　　　　　ノ　　　　　　〆／　　　　　　　　まし　　　　　　ノ　　　ぞグ1’・普通　 1；な

　　　　／　　　2乾燥　　　　　の
　　　　！／　　　3灘潤　　　　s
　　　　　　　　　　　　　　　解　　　　　　　　4前乾後灘　　　　　餌
　　　1　　　　5前轍乾　．　　　曲
　　　　　　　　　　　　　　　線
　　　　　　　　　　　　　　　は　　　5ユ゜30　1㈱・　　2醐　 非

　　　　　　　　　　　　　　　常　　解上の知に上　 る漁線日　　 に

　　斜籏折らす籏是の後はを次上
　　著ににるるさ等で乾そ漁に　位
　　し際上Sにせのあ匠れら前　 置

　　くし族のはる結りのとしの　 を

　　悪てしで非と果ま解反た三　取
　　姦要奮曹欝至吉需欝型霧晶茎
　　る綾もま必窃乾　線庭後乾　’す
　理きのま要岐燥　　よ理漁か　が
　Ellのは實で解炊　り、し匝し　漏
　岐場解際あer態　高まのて　潤
　此合好好るをに　位し解媛　置
　事によ天事良於　　にた劔の　の
　實はく候が好て　來薗曲三　曲
　　　　　　一416＿



學　化　練　絹

て　　　　　　 ・圏六十第

馨　　騰泌繭麟棚磁す縢
曲　・％
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求

め
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ま　勘

す

と　3
十

六
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に　2
あ
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通　1
り

で

あ

り

す
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

第か實繭し容ご就　　 宍　 璽飼§…
二くにをな易蒸き晶籏薫籏蚕置）tt霊
のし小作がに＿て種殖齢霧齢齢齢齢
場てさりら繭等實は熟給通給給給給
合得な始四をの駒專）桑一1：桑桑桑桑
象奮霧碧吾蓼馨警嚢肇毯釜翌肇肇
をたなのもぬにた國　十　十十十十
記各もで維のはの獄　 七　四回五回
しののあ過で上で日　 回　 回後回後
吏繭でり致あ籏あ一　 後　 後上後上
Sl暦あましりさり○　上　上籏上籏
1にりすまましまjH：　　　　　籏

　就ま繭すすてづ’號
　きすはと然も　に
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集演講學科懸鍛

　　は　 常てす傍　 で・i來し　 繭り其
　　小然に繊併曲帥参るて是はま次以
　　さ長困度し線ちりの非れ非す段上
　　く四難が乍が早まで常は常是kの　　　　　　あので非ら上くすはに先にれに結
　　り揚あ常非の上從なよ程貧は上果
　　ま合りに常方籏つV・くも溺實籏に
　　す帥ま小ににさてか溶セでにの依
　　がちすさ早行せ溶と解リあ興順り　　一一普゜くくくま解考すシリ味にま
　　日通　し上のす度へるンまあ從す
’　i濯の　て籏ぢるがらののするひれ
　　ひ上　切さやと次るで所が事まば
　　で籏　断せな溶第Sあで解でし最
　　少よ　しまh解にのり申野あても
　　しり　易すかし減でま上はb解早
　　解一一一　くると易少あすげいま艀く
　　　　　　　　　　　ロ　　欝日　且と思きすり然まSす曲上　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　が位　つ繭はセるまししと此線籏
　　宜・tii・　セはれりのすてた云のがせ
　　しく　り御まシで遽早如ふ結下し
　　い上　シ承すンはくくく事果つめ　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　■ロ　　の籏　ン知をの無な上上によ’でた
　　でせ　がのれみいり籏暦なり來る　　あし　溶通でよかまさのる申まコ
　・りめ　解り一りとすせセのせしみ
　　まま　し非日成思るまりでばて解　　　　　　　　　　　　　　　し　　すし　過常置るは程すシあ早過傍
　　そた　ぎにき爲れ下るンリく熟曲
　　こ揚　る貧にめる厩とはま上に線
　　で合　爲弱i爽にのの上下す籏なは
　少を　めな第溶でセ暦暦゜さり謡
　　し考　に物々解ありのの　せま番
　早へ　節でk度リシセセ　 るす上
　　くま　をあにがまンリリ　とる位
　上す　生り下非すがシシ　云とに　籏と　 じまつ常゜重余ンン　 ふ一・あ

　　さ繭　繰してに　計のと　 と番り
　　　　　　　　　　　　　　　　　しは　　綜て参高　　にみ違　　共下．ま
　た少　は從りく　出がひ　噂にし
　方し　非つま解　來出ま　のな霊
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學　化　縣　絹

ま　　　　　　圏セ十第　　　　 りお・が

瀦　　繭・尿欄・轍　　享灘1
が乾　　　　　で1環本乾）’　　　　蜜」、の
少繭　　　　　　　．　　　　際げ鰐i
Ptの　　　・　　　・　　／幡　調まか
で程
あ度
りに
ま依　’
しつ
ブヒて

爲ど
めの
tCi位

實溶
際解
の度
結が
果蓮
とふ
はか
少と
し云

　　　　　　べしら
　　　　　　てた申
　　　　　　見享し
　　　　　　まよま
　　　　　　すりす
　　　　　　る繭と　　　　　　　　，’　　　　　　　との過
　　　　　　次上熟　　　　　P3の暦va
　　　　内　圖下さ　　　　SW　に暦し
　　　　　　示にた
　　　　　　し依物
　　　　　　まつよ
　　　　　　してり　　　　　　　ロ　　　　　　た溶は
　　　　　　通解蝕
　　　　　　や度程

逮ふ　　　　　　　　　　　でが有
ふご　　　　　　　　　　　　あ非利かと易　　な種り居及まま是　　り常で
もにい何るにさるぴすしを是まicあ
知就のれ結就うの下渡て毒はす逮ら
れきでの果てなで暦遊溶pil申　゜A、う
ままあ揚がやつあは技解下巣　 とと
ぜしり合得りてり溶師度のの　云考
んてまにらま居ま解のを三本　ふへ
が實す於れしりす度訟測暦乾　こる
兎駒゜てまてまカ1が話定rc繭　との．
に　し　　も　し　も・す此大　に　し分　を　　に　で
　　　　　　’角た　外た矢殉結腿於だち取　成あ實の　 暦゜張ぼ果似ての各り　るり
験で　 が　 り他も寄もでにま　のま
のあ　溶　同の矢つ申あ就し　です
結り　　け　　一贔張て暦りきT．　あ今
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集演詔際離霊卜縣墾護

％

1
””） X

　3

　　事しもりまてま位曲　・上の種　果
　　がま牟無す過すに線鮎の解々生を　　知す乾か然乾…ズあで線岡静な繭述
　．昏と繭つしのぎりあでva曲る殺べ
　　dO溶とた本解がまり言巳ガミ線草乞iflrr！ま
　　N解生の實、好殺しましさを燥風す
　　の度繭で験曲蜥てすてれ求歌乾と
　　でがとあに線風其李有fcめ態虞次
　　あ叢がり於は乾次乾りるたの室の
　　りも溶まき最頁に繭ま通の繭乾様
　　ま滅解すま低室生のすりでを燥で
　　劣少度然しに乾繭解のであ作李あ
　　．すがしてな燥の好は有りり乾り
　　　る多本はっ等が曲本りまま及ま
　　　もく實其たで位線乾ますし渦す
　　　の過験差のあしが繭す其て乾゜
　　　で乾に異でりて最の゜結其と
、　　あに於があま居も解　果繭云
　　　る致て絵りしり上野　は謄ふ
　　　　　　8　　　　　　　F－420＿



學　化　縣　絹

　　　　　　圖九十第
。．　　　　　乾繭方法を異にせる揚合の溶解度

2’°　　　　　　　　　　　　　　　　1

1％　　　　　　　　　 1止繭
　　　　　　　　　　2殺　彌
　　　　　　　　　　3QOG冷凍
　　　　　　　　　　4本　乾

2

4

％0’

T10　　　30　　　　　1時間
　質かいあをす（3）が　 れ曲生
次がS爲る有との乾（1）ま線繭次
はあるめのす段解繭がしををに　第
繭る曲にでる々鍔（3）生た求Pt生胃
急語馨馨雪彊讐親謬藝陵管響節．

てりし常撚のる位し度　 麗凍し　薯予

置ままにし場のにまが　がして曲き’撃№ｷ困で合であし最　十た殺線ま　 繭難後にありたも　九揚嫡　と
髪梼窪薫嚢墓穿凄費謄盒匙貯
場　れるつえすがでの　あ就揚繭
合　 ものてに斯絡あで　 るき合　と
に　さでよなのりりあ　結まとの
典　うあくる如にまり　果し乾關
蒙至＄淳欝誌誉t享森蘇獲係
度　 性すなが繊ま　 （2）　ら｛野び
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集償講學科i綜鐡

國十二第

　　　　　　　生繭暦の貯藏
　　　1貯藏當口％　　　　2＿ケ朋　　　　　　　　　．

3　　 3ニケ月孚目

　　　4五ケ月半目　　　　　　　　　1
　　　5　八ケ月孚目

1

0　　5　1Q　　　　　　　　　30分　　　　　　　　　　　　　　1時間

燥貯　に藏解亦り　此あ至子ひたが
し藏爾推し度畳ま一解り二二瓶まの如
てしほ察てがくす箇野ま箇のしで何　　　　　　　し置て生さ置減な是月曲す月中てあに　　　　　　　　　　　　　■き置繭れき少るれ目線　毎に先り憂
まきをるますのがには　に入づま化
レまアのするで爲な上　取れ切すす
たすドでる様あめるの　 りて噺品る
方るソあ揚にりにと様　 出貯し極か
がと1り合なま煮溶で　し藏てはと　　セ先ルまに均亥繭解あ　てし繭國鼓
りののす次ま十に度り　解て暦i聡ふ
シ揚中゜第す箇長がま　暫置を日こ
ン合に　に帥月時下す　曲き取一と
溶と入　溶ち目間つ゜　線まり×に
解はれ　けセにをて　　をし是國就
度少て　難リな要來　　求てを欝き
にし乾　くシるLる　　め一・・大支て
　　　　　　　bi墜異燥　なンと繰の　　た箇き．四實
化りし　るは釜懸で　　の月なを験
を乾て　様鯨溶もあ　　で乃硝用し
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學　　化　　綜　　納

圖幽†嵩第

3

2

i婿臓當日
2　ニケ月目

3　五ケ月目

4　八ケ月目

本乾繭暦の亘乎藏

z

2
3

05分10分　　　30分　　　　　ヱ㈱

飼昌十二第

2
3
4
5
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集演講學科綜蟹．
圃竃＋呂第　　、・’「、

1馬：藏常日

2ニケ月日
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05分ユ0分　　　30　　　　　　ユ醐

　　　　い線しれ　で麹11　のを　及
以第　　 のはてて面あ化拠度反本す

る曲　　すのれにし　事tr　lでままな
馨楚薯゜霧嘉を芒塾鑑鷲兎皇
によ　解　　りり貯た　い致1ま圖繭す

し　　　　方つ物ル　 知好～　通様
ま　　　　がとでの　らの1　りな
し　　　　　　　少解あ　中　　る　上1　共る
た　　　　　し静りに　 Sに1　愛試
通　　　　多曲ま入　のは　化験
　　　　　　一424一噌



凧　化　綿　絹
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妬1．0　　2．O　　％　　す解あまる
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　　　　　　　　　　　に線すらに
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　　　　　　　　　　　艘何實鍔解
　　　　　　　　　　　次れ験の傍
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　　　　　　　　　　集演講撃科融聯
　　　　　　　　　　一とのな無の示是に中まつ合の無　 の

しでるく回され不十し五に溶水第様
てあ揚な撒れ以良回て分於解繭二な
求り合りがた上な程溶閥け性暦四法
むまがま減るにるの解煮る窒に圓を
れ亥現す少曲な圓数窒沸現素封に取
ばそはとす線る数を素し出とす示っ
大これ解るを．とが示のた’回共る．さた
讐髭暴餐舷暴蕎讐美ず義警kn　f農雲・

於雨ま如野す鍛なれセ合示回セしあ
て曲すな良とがりよンよす数ンたり
差線とるUt・丁壌夏りテリ曲とテ涌t
支の解場な慶加に夏1考線の1りす
無五葡合る是’す溶にヂへを關ヂ縦゜
いに良の揚れ‘る解溶がて鮎係を座
様交好回合と傾性解少見線を取標
に叉な数の反向窒性しまを曲り上
考しるが．回謝が素窒増す以線てに
へま揚最数に・あ量素しとてを解實
らす合もがなるがのた解示以葡駒
る塵の多壌つの糟パる蕾して良中
sの回く加てで加1麗不否示好の
の鐵数なし居あしセに良らしな現
で或はりまるりてン於なざてる雌
あは急更すのま一噛テてるる見揚回
り其激に然です％1急揚揚た合鍛
まれに溶しあ解近ヂに合合のとを
究に減解てり傍くが多はe．で否取
夫近少窒解ま良に増く．溶實あらり
れきし素好亥好なせな解線りざ横
で黙曲量不EI］なるばり窒をまる座
五を線が良ちると叉全素以す揚標
分解は増な解揚再俄實．量て4合上
閥欝．俄加る婿命びか験q現解とに
煮のかし場不帥現に回二は醤には
沸良にて合良ちは減数％し良於溶
し否下解のな實れ少一よま好け解

　　　　　　一426・・一、
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まなす岡で；「た好煮の性％溶す｝る　夫　に，此　三　一　Q　な・沸　と　窒　迄　解

周範れ示範％％でる致な素の性
め噸でさ燭とよあ範しる量範窒
に1を此れを云りり團まのを圃素
此／現爾あ曲ふrまとしで與をの
1即は曲る線範八すしたあふ取バ
線す線様で圃％三て揚りるり1



難演職躍科縣獄

良　 がにがの即すれる　 て過蒸　 b

好併多な後方ちがぱの而見し溜今ま
なしくるにが五此悪でしるて水一す
るな繰のな入分範いあての能二つo
結が綜でつつと園のり後でく0の
果ら困あててか内でま郷あ洗○繭
を實難リセ後十に’あす野り濫蛭の
示際にまりの分入り゜測まし中解
し繰なすシ部とれま蔚定す而に醤Nま縣るぞer分かるすし器゜し入を
しはのれがが云部傘此を　てれ見
た繰　if’を溶出ふ分分．爾是　　後各や
場綜あ繰けま虞が爾曲れ　其五う
合者り懸難すが多曲線に　濾分と
でのましいれ下い線の璽　液間思
　　　　　　　　　　　　　1も熟すまのばの場の闇ね　 の十ひ
繰練゜すで是方合闇に瀕　 窒分ま
緑の　れあはににに入定　素間す
　　　　　　　　　　　　　し者度　 ばり落出は入り器　 を三れ
にに　後ま繭て解つま上　測十嫁
依依　 のす多居傍てすの　定分先
つつ　 方かくるは來れ曲　 し間つ
てて　 がら解と大るぱ線　 て及繭　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h

反非　 セ煮傍煮膿と解に　 是一騰
封常　 リ沸は繭に云好i封　れ時を
りに　　シを悪が於’ふは　レ　　に間“
結違　 ン少い侵て場良て・　よと瓦
果ふ　 がしのく良合好如　 り共宛
がの　能すでか好はで何　 て繭四
現で　くるあNな其あな　解を組
れあ　溶とりるの判りる　箭煮取
るり　解上まとで断ま位　 曲沸．り
とま　 し層し云あがす罎　’線い豫
とす　 まがてふりししを　を花め　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　

，

もか　 せ溶煮こま難爾と　 ：方し煮

なら　んけ沸とすい曲る　眼ま沸　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

い解　爲即時に最の線か　紙しし
こ蓄　 めち間な初でのと　上てつ
と曲’　に上はりのあ下槻　に直S
　　　　　　，は線　 落煮短初部りに察　書にあ
なが　繭えいめ分ま來す　い濾る

一428一



學　イヒ　綜　絹

まカ1　シ　　簡は　nでを合云しい
すへ今ンセ次箪少第第は嚢にふたの
のま繭をりになし一二な兇よ事方で
はし暦加シ此方く法　いすくをがあ
繭’（1『をヘン法法練はビかる調示精り
暦そ取まはのを轡其ウとこ査し確ま
面しりすビ大考を結レ思としてです
にてまるウ艦案要果ツはがて居あが
附之しと、レをしすはトれ独見りっ藏
漕をて紮ツ申たる比反る7tまま掩の
せ初夫色1・上の課較鷹のあすし事経
るめれを反げでで的にでりと、竃が験
氣振に現慮たああ精よあま或是慶し
泡遊薄はをいりり確るりすはれ々ま
をいいす呈とままで法ま其数を有し
出た苛のし思すすあ　す鮎字繰るた
來し性でまひ是かり　 ゜かが紳め範
得ま曹あSlまれらま　　 ら違しで團
るし逮り即すが實す　　 見つまあに
丈てのまちOビ用が　　まてしり於
けそ溶す’ ｰ　ウ上化　　し居たまい
除れ液゜酸　レ不學　　てつ場すて
　　　　　　　　　　　　　　らきかを　銅　ツ便的　　 もた合帥は
まら加のトで設．或と反ち解し艀へ　　毒　　反あ備　　　程か封解傍
竃止ま　い　態りを　　度或の好曲
液しし　 溶　 にま要　　 まは結曲線
をてて　液　依すし　　で嘗果線に　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ら　　　ら

成置更　に　る夫樹　　はきがにょ
るくに　苛　法れほ　　エ比間出依り
べの蒲　 性　でで叉　　 法鑑たつて
くでい　 曹　 ああ化　　 はぴ慕て解
繭あ硫　 蓬　 りり學　　正でが解何
にり酸　 を　ままの　　 し居度傍の
接ま銅　加　すす知　　いつ々が良
燭すの　へ　　゜か識　　結たあ良否
さ初溶　是　　らの　　果とり好を
すめ液　 れ　　 もな　　 を云まで決
の振を　 に　　 うい　　 示ふすあ定
で盈少　セ　　少方　　すご興るし
あし黄　 リ　　 しに　　 物と揚とま

一42亀⊃＿



集演講學科縣簸

な早　 て｛醒入を　 二二　 さと試も　
り

らくカtS置きれ4si次パ多をに藥違S比ま
　　　　　，ぬ硝くきま：苛分に1く決思をぴビすの子します性に繭セのめひ加まウ老
で棒てす試曹切のン實る付へすVうあにO薫験達れ量ト験’ときまるツす
　　じりて一し管をぱを生の云まししトる
ま繭瓦ては五約決繭結ふし置叉反と
す暦宛是普軽qめの果こ竃反解鷹繭
゜を秤れ通硫一て時硫と其慮傍をは
　液量をの酸瓦置は酸が方現の現次
　中し内で銅if’かq銅必法出良は第
　にた面宜をあね一液婁に時否すに
　入るをし一・りばパので就聞に’ビ
　れ繭白い箆まな1濃あきを依　 ウ

　る胤くの加すりセ凌りま測つ時v
　のを塗でへそまンをまし定てitlツ
tで上りあるしせトqす竃す時　

ト

　あ部まbのてぬの一　゜色れ闇洌反
　　　　　　　サ　リにしまで液繭液パ　 々ばのnt慮
　まはたすあをのを1　調解長　 髪

　すめ箱カミリ第量用セ　ベS’1短る現
　此て形反ま二はふン　てのがのは
　操置の慮す十〇るト　見良非でし
　作き試の賞六』様と　た否常あ液
　はま瞼色際圖瓦に侃　のがにりは
　出し管を行にをい苛　 で測あま淡
　來て籔見ぴ示取た性　あ定る窯き
　得蒔によましるし曹　 り出の此紫
　る計立くすま1：ま達　ま來での色
　丈をてす場しとしの　 するあ時を
　　　　　　　　　　　じ　け出置る合たにた方　 そのり間呈
　手しき爲に様致゜は　こでまはし
　早夫まにはなし　乾’では究繭ま
　くれす孚液ビま　繭　 初なそのす
　やよ゜分をウしのめいこ品o
　らり　を先tZた　場　 にかで種
　ん禺　白にツブこ　合　此と今に
　け來　 く入ト腿　に　液云の依
　れる　致れ中繭　は　 のふ様つ
　ば丈してに暦q強こなで．
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學　化　縣　絹

圖六十二第

反傍差　 としにるばる出すしが測
慮のを省考てはS共丈時同ま次定次
を良測ほへ其約理ロけ聞一す第しに
現好定此るの二でに澤がなるに注一
しなす揚の現○あ封山違る時現意回
まるる合で出1りしのふロ聞はし能
す繭事にあ時四まて繭ののをれてく
がはも現り間○すrpをで繭測てma振
餌割必出まを粒實均取あに定來てり
醤合要時す挙位際にりりてすま居ま
のにと間゜’均の致近てまもる究りし
悪早存の　す繭しい試す一の此まて
いいじ逞　 れをま贋みか々で紫す律
繭時ま速　ば取すがまら反あ色と時
程間すの　いり場得す出慮りを紫間
永で解開　 Sま合られ來現ま呈色を
　　　　　　一一一　431一



’錐演講媒科縣照

　’玉　’十出口之　 あは無　 りで四たい
　は岡七時をれ此り良いかま不分結時
　繰中題闘とにのまくのSす良で果闇
　継下　のり關實しつでるが斯梢はを
・をに　長まし験　 てあ繭短う良允要
　し書　 短し・ての一」　そりはか云’マ分す
　たき　とて斯範鏑れま割いふルでる
　楊ま　繰共う園匿かす合か様ケ解の
　合し　綜ビ云内£ら現にらなが好で
　の定　のウふに　永出上良結四良あ
　ntの　場レ様於でく晴煮い果分同り
　膝は　 合ツなsきもな間をとが十様ま
　問實　のト實まV・るがす致得秒にす
　　　　　　　　　　　　　　　　’　に験　解反験しけと例るふらで致セ
　封置　 傍懸もてな悪へ様結れ納しク
　すの　の現やはいくejな果る良まザ
　る番　 良出つ四　 な十繭にの書し1
　繰號　否時て分そる四でなで熱てト
　縣で　を間見かAと分ありあ十ビは
　量あ　比をたら工「云でるまり分オ反
　をり　較計の十一ふあとせ薮二T憲
　瓦ま　すりで二・やる思んす十ネ現
　です　 るまあ分もうとひ゜E秒が出
　i表中　爲しりのよに解ま　しで反時
　は央　め工ま闇く解4t”i亥　て不慮間
　しの　 に同すが潅舎不そ　短輿現は
　7e線　斯時澤解　良良れ　い飛串七
　もは　うに山好4好とか　の白時分
　のAS　云繰の良　ななら　は二聞で
　で均　 ふ縣解好　 るつ飴　 四十はあ
　あ儂　岡を傍でり繭てり　分分十り
　りの　を致のあ　は居永　十で二ま
　ま線　書し度りす反りく　秒不分す　すで　いま合ま゜慮まつ　と良で蕪　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　白あ　Lてしを実　のすて　云姫解し
　bり　見1異そ　 時瑛も　ふ鷲野て
　玉ま　 ま其にれ　 聞十角解　様二良繰
　　　　　　　　　　　　　　　の　はし　 しのしか　 に三侍　 な分又縣
　ビ｛　 た反てら　範分は　の三昔し“ウ黒　2憲居ts　園まよ　が＋がま
　レい　二現るほ　がでく　あ秒十し
　　　　　　　一一432一
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　　　　　圖七rを二第
　　ビウレツト反慮勢嚇間劇一時1聯綜策トノ比較
　　⑭幽一封1時繰糸置

．、o－一ビウレツト反鯛脚昂
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　共結　あ均　てしにに平た現るッ
今に果第りよ又上工來等均し出にト
度良は一まり白に築ましeeま時便反
塗好A“一號1もい來均すく六し間な慮
mな均は　早玉まのれなをたのes現
號るよ爾　く，がす解ぱる引゜飴と出
に結り方　下上れ｛野一数い四数す時

るしウ上　干其割いす実に儂ウ西ま
ζてレに　均ビ合もる若謝はレ十す
一居ツな　よウにの繰しすビツ三が
方リトつ　りレ宜で綜黒るウ1・に繰
’はま！，一て　もツしあ量い繰V反封孫
上需悠居　邊トいりは玉綜ツ鷹す量
に　でり　い反方まr・が量ト現るの
行　はま　こ憲です均中の反出ビ添
き　李実　と現あ゜以央A・癒時ウす
他　均9U　を出り是下の均現闇レ債
方　・」ち　示時まれで線債U．tのツと

に　 くの　で雫　．しま下七のい慮す
　　　　　　r－43’＿



集演講學科綜獄

行云繰非確　 し準　 の示　線にで來
くふ綜常に爾たをビ良しそよあはて
のこもva申又物一ウ否全e　り　り良居
でと工澤し此を定レにくで上まくり
あも程山ま反更いッ絵合圃にすなま
り大があす慮に元1・程致にあれいす
まい逓るるに1 Oし反關し就りばとか
すにくのと依十ま鷹1係たい他ビ云ら
が必なは一つ五すのをのて方ウふ反
痔要る解つて倍る紫持が大がV事蜀
聞でと傍宛見に爲色っ三罷下ッをに
のあ雲が繭ま簿めのてつ見にト示な
開りふ非のすめIC標居あまあ反すつ
差ま意常解るまメ準るりする鷹のて
がす味に蕾としチをとまる場とで居
甚゜にむが二おル決云すと合繰あり
だi握なら違つ液ヴめふ゜反は縣りま
しくりでふ一をノfまご自口甥」比試ま需
きてまあ豫つ漂オすとちの爾験す場もすりで繭準レるが之揚結と゜9P
合全゜まあがとツの剰で合果結此ち
に膿そしり非致トにり見はが果のビ
はがXLてま常し丑割まま極一が如ウ
解遽で梶すにてK合すし僅i致同くv傍けあつ゜反居il・に゜でかし様しツ
のれりてそ慮り覧困　 もでなでてト
良ばま煮と現まS．難　 ビあいあ黒反
否煮す繭で出す審で　 ウリ揚り玉慮
が繭かが同時゜旦あ　 レま合まとで
不もらむじ聞　のリ　ツしでし白は
同均蒔らロが　qま　 1・であて玉解
で一間にの違　○す　反大り是と劔
あにの出繭ふ　　oの　　慮部まれが良
り繰開來に場　一壁　の分究と同好
ま縣差るて合　瓦紫　現は　反時な
し工をそ其が　を色　串同　封にる
て程測れ時あ　　一の　　時様　　に横覧
煮も定が欄る　立濃　闇な　Pt線繰
繭Ptす爲の師　に鹿　 嘆結　方の綜
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＋° ｩtkま性有れ石のカ1然申　りが
萬　 ま一すをさは荻で倫水に　 まら
分、　す○°呈れ著等あ又には　せ十
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圏一十縄第
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圖三十四第
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圖認十四第
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ま段の此○用ま　　岡當なままみの　　　　，　　　　　　　　　　　　　■．．d．■
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圖六・炉四第
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一　　てしをああしあ位ン　　のあ
　　　　　　幽置・452端『



．學、’　イヒ　ーL　懸　’jr　’絹
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圖八†酋第
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圖先†四第
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あ揚しの中製　％り越のじ　゜の昨
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まはすに含用第するをな　四あの
1是と就ま水　五がと遭結　＋り講
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　節困る先　　　 解煮は一　　 とも
　を難覆程　　　　　舎予繭溶○　　・　ばア
　生に類か　　　が時解ゴ　　餅ミン

一456－・



畢」化t／綜」絹

　　　　　　　　　　　　　　す　　　　　　　　　　　　　　o　　’　　　　　　　　　　　　　　　　今
　　　　　　　　　　　　　　　蘭
　　　　　　　，　　　　　　　　違
硫鷹硅鷺硫重盤硫重炭鷹硫　　　 し

酸化酸化
カロ加加馨馨苦苦苦石石石石 ﾞ　姦
里里里土土土土土友次次次’ 諱@ k

　　　　　　　　　　　　　　　な
　　　　　　　　　　　　　十　 る

　　　　　　　　　　　　　四　 類

　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　裏　就
　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　て
　　　　　　　　　　　　　　　此
　　　　　　　　　　　　　　　限
　　　　　　　　　　　　　　　界
　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　濃…　　濃…
　　　　　　　　　　　　度　　 度

一三　一二ニーニニ宇をOO三〇二〇〇〇〇－OO萬　　 示

d6d虻dddδd盆δd盆　　 茎

　　　　　　　　　　　　　　　護

　　　　　　　　　　　　　　　妻

　　　　　　　　　　　　　　　辱

　　　　　　　　　　　　　　　蕎

　　　　　　　　　　　　　　　ま
一一 S6ブー・



　　　　　　　　　　　集演講・學科棘獄
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前類・　るい　すけ居11軍　 け量す　是
記と次のの普゜れり炭それでo例れ
せ前にでで通　 ばま酸ればあ然詩で
る記測ああの　 殆す曹かなつしば見
もし定りり水　どそ蓮ららて是鐵ま
のまいままを　影れ重解な解れ盛し
のしたすす用　響に炭葡い傍はので五たし゜かゐ　が反酸をのに特や非
分限ま　らま　なし石増で影殊う常
の度し　製す　いて次すあ響ななな
一のた　綜れ　 と加ととりを水物微の量盤　 用ば　『云里云云ま及では量
量に類　 水盤　 ふ・曹ふふすぼなそで
を混を　の化　や達様鎌゜すけうあ
と合全　検曹　 うのなな　とれでっ
つし艦　 ≡査蓮　 な盤軍鷺　 云ぱあて
てま混　にの　臨化炭類　ふなり解
試す合　當様　類物酸例　 やv・ま箭
みるし　りな　は例盤へ　 うのすに
たとて　　まも　　籐へがぱ　　なで　゜影
　のの沈實　しの　りば多重　蜷すそ響
で澱験　ては　注盤い炭　類がれを
あをを　は＋　意化と酸　は矢の及
9生試　 飴萬　 を加云臨　 製張みぼ
まじみ　り分　し里ふの　縣りなす
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　確此　宜ふ　云のする　は果盤す
　に場　い様　ふはる必　非をもる
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　す種　薯殆　な澤持り　意すあり　かの　 にど　 り山っま　 し゜りま
・ら盤　なな　まなて需　な微ま充
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學　 イヒ　縣　絹

すひき　　　解やるる事もれる　て゜まま是　　　好うの水だ見てと斯居
　すしれ　　曲にでをらで製量うり　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　てよ　　線製あ知う適綜ふ云ま
　禽越り　　が綜りらと當用事ふす
　又或最　　 ど上ます思な水が様゜
　私物後第　ん影すにふもの必な何
　美饒睾＋盗欝』警馨窪暴馨禦鷲
　Rにの章　置多れつあ選があら蒸
　で随繭　　にいで、りび決り考溜
　欝書緯繭弩鑛曹雪享享蛋享婁変
　を行傍のかにま『°るれJすり
　致さの解　と付す思是と．て從るも

　とる付i進　とて懸すし程し傍用高
　蕩留茎法蓋馨漿罪三藩豪吉蛮6
　りあし　　験をの常寸進是も解で
　まりて　　 す致槍にのし等生傍あ

すよお ・　るレ査損分或の緑のり
かし話　　慕伺をを析い研の上ま　墜一（r，し　　 が其致しを閥究品かす
蝕御申　　必上して省ICの質ら゜
に存上　　 要にま居略・矢ロ結等見
はじげ　　で解するしら果にま
簡の度　　 あ併場事たす‘か謝’ ｵ

讐ぞ塗　呈隷倉塞／r，く豊9．9
申灘思　　　すを嫉るににま職鹸
上山ぴ　　゜求先だ解非しに程
げあま　　　 め程ら好常て就其
やるす　　　ま申うのに解き性
うだo @　　し上と上利好て質
と　ら　此　　　　　　　竃　げ　想　に　i釜　の，重　を

思う法　　　 そま像不に上く吟
ひとに　　　ししさ良なか見味
変思就　　　てたれなるららす
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煮　 でモ内＝色ンが　 や合にし
繭丁あ＝部アkモndそるに溶た此ア
機度リアの亙の＝番ととは解の法ン
の興まはセ斯瓦ア適で云此度ははモ
覆時す水りで斯瓦當此ふ溶がどアa藩分゜にシあが斯だ内こ解低うンア
部に　 劃ンリあがら贋と度い澱モ瓦
中松　 すのまり適うのがののふ＝斯
に本　 る溶すま當とセ繭悪で所ア法　　　ロ　　　　e　　　・アの　非解　すで考りのいあか瓦
ン工　常度そるあヘシ解内りら斯
モ業　 にをこがるたン箭暦まとに
　　　　　　セza試　 大・進で併とのををセす申依
ア験　 なめ此ししでど均り゜しつ
を楊　るまアなてあうPtシ外まて
吸で　溶すンが是りかにン暦す解
牧長　解るモられましすをはる傍
す工　 性と昌夫をすてる可溶とを　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　らる式　 を同ア等撰　可と溶解前促
檬煮　 利時瓦はんそ溶云性度に遊
に繭　用に斯’割だれ性ふにがもす
　　　　セ致機　 し衷を『№ﾌでに鮎し高申る
しを　ま面flJにで此さか外い上方
次前　 しはゐ縄あ目せら暦のげ法
にへ　て成ま難り的度しのでまで
温て　域るしいまにいて比あしあ
度居　るべてのす適と必較りたbのつ　 べく繭で゜し思要的ま通ま
低た　 く冷のす其且ひだ溶すりすい時　 と水中か他つまら解゜繭゜
浴分　つにへらに實しうしそのア
糟で　て接吸最ア用てと易こ内ン　　　　　　　　　，にあ　 仕鯛入もル的之考いで暦モ
入り　舞ささ普力のにヘセ繰の＝
りま　 ふしせ通リ瓦はるリ懸セア
まし　 檬てまな性斯瓦のシをり亙
すて　に蓑しのをと斯でン致シ斯　つる此　 や面ては呈しをあをしンを
と長　 つのぞアして使り抑まは用外X　　たアしンまはふまへす非ゐ
部式　のンてモすアの兎て場常ま
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六六六六圃溶のン能昌　　もム
ニニニニ％煮液様を（ア　増モ
　　　　　　で侵奴の　 加「t

　　　　　　あす果量　 しア
　　　　煮を＋リカモをに　生瓦
　　　　沸以萬　　ま　ど　奏　就　　　　覇1　斯　＿　＿　．畠

　　　　　　　ふでの　伸し
　　　　　　　嫌あ腫　度ま
　　　　煮を十　 なり類　もす
　　　　沸以萬　 心ま解　増れ
○○OOして分　 配す傍　 しば

麗莫蟻鶉塾゜翼鴛議
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　　　　　　　　　　　集1寅講學科縣鐡
沸張　溜そ’長　での地
しり露水れア・く蒸あでり即
耀談高霧矯漿茎9議　棚苛

にり窒　をであけ　で入遽　ヰニニ
溶ま素　少ありま　＋れ苛　ブ
解竃最　しりませ　分て性　。

璽まな　りい　じ　分のの　量
がすり　まの　ま　闇量濃　を
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　中と液酸流分是　 と　 く　十々り
樹よ云をのののれ其云次侵是萬烈叉
ほりふ十濃爲一に一ふにさ等分し煮
他出事分度め規洗は事アぬののb沸
のてがのがに定溝アttンと結五の時
法來容一異少硫製ム試モ云果○で間
はな易規る量酸置モ験＝ふよ位あが
普vaに定理にのをLすアごりにり永
通と知苛でて溶通アる瓦とアなまく
の云ら性あも液樋瓦爲斯がンる兎な
アふる曹り出を塑斯めを知モと　る
ムこX蓬ます入しをに使らn少棚と
モと理のするれめ用次用るア量砂溶
nがで溶か揚まてゐのしNはフの解
ア知あ液ら合し全ま様たの實ヰ様度
のらりをゴにたくしなるで際ブなが
完れま以日は堤アて實楊あ繭・物釜
量ますて乃アをン繰験合りのイはk忙し゜享商至ム敬モ綜をにま解ンさ多・
川　た此定三　モ・個　昌　し試其　す傍は　う　く
ゐ゜實し日n通アまみ生゜催溶其な

一ま　 験ま聞ア掘をした綜　 進解作の
す　 をす察はせ除たの中　にし用ま
デ　行れ氣此し去生でに　用まがす三　ひばを規めし綜あア　ゐす烈゜　　　　し　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　 o

ス　　ま生通定箔まを　り　ン　　ま　　し苛

氏し綜じ硫しし多まモすく性の　た中ま酸生た量す＝　位　な曹
通結よし溶縣室夫゜アのい達
風　果りだ液中氣な　が　濃　のの
法　アア後のよをる　吸　度　でゃ
を　　ム　ムに中　り通フ　　収　　で　　あ　う
用　 モモ其にアじラ　さ　は　 りな
ゐ　　二　＝＋吸ムまス　　れ　　フ　　まも
ま　アア分牧モしコ　て　ヰ　すの
しはがのさaてに残ブ゜は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
て　少出一れア更入　れ　 ロ　併興
生　 した規ま瓦にれ　 る　イ　 し影
懸　 もか定し斯之ま　や　 ン　な響
の生否硫てがをし否をがはア　懸か酸硫氣十て　や　全　 らi釜
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圖†穴第　　　　　　　　・’

　　　　　A　聖氣洗澹i装置

　　　　　B　アムモ昌ア瓦斯使用生綜

　　　　　C　無使用生綜1．2．10／1規定揮酸

〆

（法M…ス昌デ）

A　アムモニア使用生綜

B　IO／1蜆定硫酸

C　　　　　〃

A三し」暴一

圖幽十六第

　G

「サツカー」へ連柚
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　もて生ムよ分十アま酸分○に　 ム

加無か縣モりの分がす溶の○於此モ
腿いく中昌嵐一の含時液一蛇け法昌
法のしにアで規一有は中規注るはア
　でてははた定規さ減に定入如先を
　あ繰ア少る硫定れ墜i差硫しくづ定
　り綜ムしア酸硫でのし酸尚連側量
　ましモもム液酸居爲入の鳳結管し
　ずた＝出モををりめれ溶石しのた
　゜生アで＝取一まに置液次一付の、
　　綜は來アリ部す低きを或方きで
　　も絶なの出中れ温此入はのたあ
　　篶讐B象与禦箏陰；喬整；蕪塾
　　を吸で知＋るル能スほ苦ス溜兎
　　JIS牧あら分事力くコpai］土コフ
　　藏さりれのとリ蒸を管を「戸ラ
　　しれまる一なの溜冷の入にス
　　ててす理規る爲す却先例試コ
　　も居゜で定のめるしき是験を
　　アな夫あ曹でにのつにれすニ
　　ムい故り蓮あ直でNゴをべつ
　　モとにま液りにあ水ム湯き取
　　＝謂アすをまアリ流管煎生り
　　アふム゜以すムまナを鍋綜ま
　　の事モ是て゜・・すツ以のをし
　　籍壽；鷲饗護；途ぞ京窪盃蔦
　　に明をよしに瓦でをな入是れ
　　鍵せ使りで暫斯若使るるれを
　　質ら用て見くとし用硝゜に普
　　するし試ま蒸な供し子他蒸通
　　るSて験す溜り試で管の溜滅
　　との繰しれをて生減をフ水歴
　　云で綜てば綾蒸綜klg附ラを蒸
　　ふあを見容け溜中すしス三溜
　　心り行ま易た液に　゜．てコ○を
　　配まひしにる中アか此申○行
　　はすまて生後にムく規に乃ふ
　　少゜しも綜此入モ致定は至揚
　　し從たア中十り昌し硫十五合
　　　　　　＿475－一一
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